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1.1 ͺͣΌͶ 

本基本ߑ暐は，旭川市民文化会館の建替えにけて，（仮称）新文化ホールの理೨
や求められる機能を整理したものです。基本ߑ暐とは，施策や事業の目ඬ・গཔ
を示し，それらを実現するための基本的な施策の方針について昹明するものです。
公共施設においては，建の計画や設計を進めるための۫体的な指針を示す役割も
あります。基本ߑ暐は，設計から建設，さらにしゅん工後の運営にࢺるまで上位に
位置付けられ，各種の検討過ఖでの意ࢧ決定や合意形成の指ඬとなります。 

本基本ߑ暐では，第１হで，基本ߑ暐の策定にࢺった経緯やഐܢを؈ୱに昹明し
ています。 

第２হでは，ࠅや北ք道の文化振興昆策の動や，旭川市における関連計画，旭
川市民文化会館の現状と課題などを整理しています。また，旭川市民文化会館整備
基本ߑ暐検討会での検討経緯についてもまとめています。 

第３হでは，（仮称）新文化ホールの基本理೨を͝ܟ，ಋ施設が୴う΄き基本的な
役割について昹明しています。 

第４হでは，（仮称）新文化ホールに求められる機能を設定した上で，整備におけ
る配慮事ߴといった施設の性能面の֕要を整理するとともに，事業ඇや整備手๑の
基本的なߡえ方についても়ղしています。 

第̓হでは，管理運営方๑について，基本的なߡえ方を整理しています。 

第６হでは，ࠕ後のスίジϣールなどを整理し，ࠕ後の検討の進め方について昹
明しています。 

 

 

 ఈの経緯ࡨߑຌخ 1.2

旭川市民文化会館はদ和 50 年（1975 年）の開館以པ，道北ݏにおいて࠹大規模
である 1,500 席以上の大ホールや 300 人規模のঘホールなどを有する文化施設とし
て市民にѬされてきました。開館から約 50 年が経ちますが，大規模րरが行われる
ことなく現在はټ化の一途をたどっています。 

過ڊには，平成 26 年ౕ（2014 年ౕ）に大規模րरに係る基本計画を策定した上
で，基本設計をまとめたものの，ଳ震化など更なる検討事ߴの௧加やそれに伴う工
事ඇのଁֻが予暐されたことから，実現は一ౕ見暬りとなりました。 
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その後，新庁舎の整備にญせて，建替えの検討がなされるなどの経過もありまし
たが，建替えも含めた文化会館の整備については，市民意見を十分にซき，時間を
かけて検討することとし，以後，必要となるर晫を行いつつ，大規模րरにおける
ଳ震対策やඇ用ෝ୴に関するࠬを実施するとともに，文化体・利用体アンί
ートや市昆Ϡニターࠬ，市民け見学会等を実施し，市民意見のफ集を行ってき
ました。 

こうした経緯をಁまえ，令和４年ౕ（2022 年ౕ）に「旭川市民文化会館の在り方
検討会」を開催し，６月から 11 月まで計̓յの検討を行った結果，全体として「建
替えの方がましい」との意見が多くを晁め，大規模րरについて積極的な意見は
ありませんでした。加えて，文化庁の委をणけ，（公社）全ࠅ公立文化施設ڢ会が
実施する「ܸ場・音楽堂等への芸術文化活動ࢩԋ」により晃எࣟを持つࢩԋ員の
を確いただいた結果，旭川市民文化会ڱをғབし，舞台設備を中心に施設状ݥഁ
館において 20～30 年のԈໍ化を目指すような「րर工事」を行うことは，年数を
えると現実的でなく，当面の間，現施設を使用できるよう必要なրरを行い，そߡ
の間に現େの様に合った新施設の建替えを検討するのがଧ当であるとのյがあ
りました。これらの結果をಁまえ，「旭川市民文化会館の整備の方性」として，建
替えにけた検討を進めることとしました。 

そして，令和̓年ౕ（2023 年ౕ）に「旭川市民文化会館整備基本ߑ暐検討会」を
開催し，学ࣟ経ݩ者，ホール利用体の関係者，公募市民等の計 12 名のࢂ加の下，
基本ߑ暐の策定に関する意見を取し，旭川市民文化会館の整備に係る基本的なߡ
え方について検討しました。 

本基本ߑ暐は，上ىの経緯をಁまえた上で策定するものです。なお，「旭川市民文
化会館整備基本ߑ暐検討会」における検討経緯については，本基本ߑ暐の「2.5 検
討の経緯」にࡋな内容をࡎىしています。 
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2.1 文化ホールΝखりתくಊ 

 のಊࡨڷ道の文化৾・ࠅ (1)

文化ホールに大きく関わるࠅや北ք道の文化振興昆策は以下が主なものであり，
本基本ߑ暐は，これらの昆策の内容をಁまえ策定するものです。 

 

ᶅ 文化芸術خຌ๑ 

「文化芸術基本๑」は，心豊かなࠅ民生活及び活ྙある社会の実現に寄༫するこ
とを目的として，平成 13 年（2001 年）12 月施行の「文化芸術振興基本๑」がր昌
され，平成 29 年（2017 年）６月に施行されました。 

本๑では「文化」のࣻఖを広͝るというटࢭの下，文化・芸術だけの振興にとど
まらず，؏ޭやまちづくりなど，より幅広い分野と連携した文化昆策の推進をうた
っています。 

また，地方公共体においては，地域の実にଊした「地方文化芸術推進基本計
画」の策定にめることなど，文化芸術に関する施策の基本となる事ߴを定め，総
合的かつ計画的な推進を図ることとしています。 

 

ᶆ ܸ場ɾԽ楽ಌの性化ͶؖͤΖ๑ཱ 

「ܸ場，音楽堂等の活性化に関する๑ཱ」は平成 24 年（2012 年）６月に施行さ
れました。 

ܸ場，音楽堂等については，これまで主に施設の整備が先行して進められてきた
経緯があります。ܸ場，音楽堂等が図ॽ館やദ館と異なり機能を規定するࠞ拠๑
がなく，多目的に利用される場合が多い一方で，その機能が十分に発ضされていな
いことや，地方では多彩な実演芸術に触れる機会が相対的に少ない状ڱをր晦する
必要があること等をഐܢとして，本๑は施行されています。 

本๑では，「文化芸術基本๑（旧文化芸術振興基本๑）」の基本理೨にのっとり，
ܸ場，音楽堂等の活性化を通じ「心豊かなࠅ民生活及び活ྙある地域社会の実現」
に寄༫することを目的としており，ܸ場，音楽堂等の事業をࢩԋすることに加え，
地域の特性に応じた実演芸術の振興や学校教育との連携など，ࠅ及び地方公共体
が取り組む΄き事ߴを明確にし，ܸ場，音楽堂等を取りתくڧの整備を進めるこ
とが定められています。  
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ᶇ 北ք道文化৾ڷড়ྭ 

「北ք道文化振興条ྭ」は平成 13 年（2001 年）の「文化芸術振興基本๑」昀定
に先立ち，平成６年（1994 年）３月に施行されました。 

本条ྭは「北ք道の晤やかなل࢝と༦大な自然の下で，先人たちのҪした文化を
大切にगり育て，新しい地域文化を創ଆするとともに，これらの文化のୖܛを全て
の人がڙणすることのできる生活文化ݏをいていくこと」を目的としています。 

文化振興の基本となる指針として，「芸術鑑賞等広く文化に接する機会の֨充」や
「文化ڧの整備及び充実」等を͝ܟるとともに，北ք道文化基ۜを設置し，公ӻ
ԋなどが行ࢩを通じ，文化体等及び市町ଞに対する活動ࡔ๑人北ք道文化ࡔ
われています。 

 

(2) 文化ホールのಊ 

日本の文化ホールの在り方は，それͩれの時େഐܢや求められる役割に応じて変
化してきました。晆後，文化ホールの大半は市民会館や文化会館などの名称でݼば
れ，1,500～2,500 席ఖౕのホールが立て続けに建設されましたが，多種多様な演者
や؏ٮのཋ求に応えなければなりませんでした。そのため，この時େの文化ホール
は多目的ホールとݼばれ，多彩な演目に対応した一方で，晃性にはܿけるܑに
ありました 1)。 

1980 年େには，より晃性を求める؏ٮや演出Պ，演者からの要が高まり，晃
性の高い晃用のホールが全ࠅ各地でஂ生し，地方都市を中心に，全ࠅで晃用ホー
ル・芸術ܸ場ブームが展開されます。1980 年େ後半からのバブルܢ気で地方自࣑の
昆に余༡があったこともあり，1990ࡔ 年େにかけて，ジャンルがよりࡋ分化された
晃用ホールが建設されました 2)。 

2000 年େ以降は，ܸ場には上演機能に加え，創ଆ機能が必要可ܿであるという
提案が行われるようになります。市民のܩ続的な創ଆ活動が行われることで舞台芸
術の上や利用の旷野を֨͝ることができるという晵いの下，創ଆ機能を持つとと
もに，λフト面も充実した文化ホールが建設され࢟めました 3)。 

こうした経過から，現在建設されている文化ホールは，ܸ場技術の進ิによりܸ
場に特化した高機能ホールや，幅広い演目に対応する多目的ホールなど，自࣑体の
ニーズに合わせࡋ分化されています。文化ホールを新しく建設する際には，市民文
化の創ଆ的な活動ࢩԋをಁまえながら，地域の実に応じた配慮や工夫が求められ
ています 4)。 

 

１)日本建学会.ܸ場空間への༢い.東ښ,ࣝౣ出൝会,2010 

２)昍水༡೯.演ܸを主体とした創ଆ型公共舞台芸術施設の基本理೨と施設計画の課題.日本建学会計画ܧ文 

ๅࠄ集.1992 年,437  .p.45-56,ת

３)斲幹༦,旲ࢃໞ一,ԥࢃय़༠.公共多目的ホールにおける可変機ߑの有効性に関するڂݜ.日本建学会計画ܧ
文ๅࠄ集.2006 年,71   .p.55-62,ת

４)ґ東昌示.࠹新のܸ場・音楽堂等の特徴と機能について.電気設備学会2013.ࢿ 年,33 12,ת   p.881-884.ߺ
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2.2 旭川市Ͷ͕͜Ζؖ࿊ܯժ 

基本ߑ暐の策定に際し，まちづくりや文化芸術に関連する旭川市の計画等を整理
します（図 2-1）。 

まず，࠹上位の計画として，ᶅ「第̖࣏旭川市総合計画」が旭川市の市昆運営を
図るための基本方針を͝ܟています。࣏にᶆ「旭川市都市計画マスタープラン」と
ᶇ「旭川市立地適昌化計画」があり，前者がࠕ後のましい土地利用や交通施設の
整備などまちづくりに関わる全ൢ的な方針を定め，後者がマスタープランをより۫
体的に推進するものとして位置付けられています。さらにᶈ「旭川市公共施設等総
合管理計画」は，公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するため，中長期的
な視点から，基本的なߡえ方や取組の方性を定めています。࠹後にᶉ「旭川市文
化芸術振興基本計画」が͝ڏられ，文化交流活動の拠点である（仮称）新文化ホー
ルは，この計画にԌった整備が求められます。 

上ىの計画をಁまえ，（仮称）新文化ホールは，市民の生活の࣯の上という公共
施設の࠹も基本的な役割を重視し，多くの市民に斿しまれ，҈心して利用できる施
設として，既存施設や周辺の公共施設の状ڱを鑑みつつ，文化芸術の振興や交流機
能の充実，まちづくりに߫ݛできるよう計画を進める必要があります。 

 

 

 

 

ᶅ  8  ժܯ旭川市総合࣏

総合計画とは，旭川市の総合的かつ計画的な市昆運営を図るための基本となる࠹
上位の計画であり，基本ߑ暐と基本計画でߑ成されています。第̖࣏旭川市総合計
画の期間は平成 28 年ౕ（2016 年ౕ）から令和 9 年ౕ（2027 年ౕ）までの 12 年間
としています。 

ᶅ̖࣏旭川市総合ܯժ 

旭川市民文化会館ඍخຌߑ 

旭川市文化芸術 
 ড়ྭڷ৾

公ڠ施設ඍ まちづくり 文化芸術 

ᶈ旭川市公ڠ施設 
総合؇ཀྵܯժ 

 

公共施設の配置・ 

長थໍ化・ң持管理 

ᶉ旭川市文化芸術 
 ժܯຌخڷ৾

 

文化芸術活動に関する
重点的な取組 

ᶆ旭川市市ܯժϜスターϕラン 
 

持続可能で҈心չ適なまちづくり 

 
ᶇ旭川市ཱི地నਜ਼化ܯժ 

  

「୯もがైิや公共交通で҈心չ適にらせる都市」 

「北北ք道の都市活ྙをݙӀする都市」 

ਦ 2-1 旭川市Ͷ͕͜Ζؖ࿊ܯժ 
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第̖࣏旭川市総合計画では，目指す都市を「旻ֆにきらめく いきいき旭川～
اと自然あれる 北の拠点～」とし，総合的にまちづくりを進めるため，旭川
市が目指す΄きまちの方性として，̓つの基本目ඬとその目ඬを実現するために
13 の基本昆策を͝ܟています。基本目ඬ「たくましく未པを୕く人ࡒを育み，生֖
を通じて学΄るまちを目指します」の基本昆策「スポーςや文化に斿しみ，学びを
斵めるڧづくり」の施策に「ݺ性豊かな北ࠅらしい文化の振興」があり，ここで
旭川市民文化会館の整備をはじめ，文化芸術関連施設の機能の充実を図ることが明
 。されていますى

 

ᶆ 旭川市市ܯժϜスターϕラン 

旭川市都市計画マスタープランでは，総合計画で示された「都市づくりの基本方
策」を۫体化し，都市計画分野における基本方針を示す役割として，平成 28 年ౕ
（2016 年ౕ）からおおむね 20 年後の令和 18 年ౕ（2036 年ౕ）までを計画期間と
しています。 

この計画では都市整備の目ඬを「持続可能で҈心չ適なまちづくり」とし，গཔ
を見旱えた都市機能をң持しつつ，୯もが҈心でչ適な生活ڧの形成を目指して
います。 

۫体的には，都市全体の整備目ඬをಁまえ，土地利用の目ඬでは，গཔにわたっ
て全ての市民のらしやすさを確保するため，中心市街地や一ൢ市街地のそれͩれ
が機能的に役割分୴することを͝ܟています。その上で，地域の֫となる拠点に都
市機能の集積を図り，その周辺にまとまりのある居住エリアを形成することで，「ิ
いてらせる生活囲」を基本的なスίールとするコンパクトな都市空間の形成を
目指しています。 

 

ᶇ 旭川市ཱི地నਜ਼化ܯժ 

旭川市立地適昌化計画は，旭川市がこれまでに整備してきた都市基൭や都市機能
をはじめとする既存ストックを有効に活用しながら，よりコンパクトで利ส性と持
続性の高いまちづくりを進めていくため，旭川市都市計画マスタープランをより۫
体的に推進するための計画として策定され，一体の計画である旭川市都市計画マス
タープランとಋじ令和 18 年ౕ（2036 年ౕ）までを目ඬ期間としています。 

旭川市立地適昌化計画の目指す都市として，２つが͝ܟられています。一つ目
は「୯もがైิや公共交通で҈心չ適にらせる都市」で，生活利ส施設，居住地
がまとまって立地し，୯もが生活利ส施設に容ҝにアクセスできるڧのң持を目
ඬにしています。二つ目は，「北北ք道の都市活ྙをݙӀする都市」であり，北北ք
道の拠点都市として，また，旭川ݏ都市計画ۢ域の中֫都市としてのຳྙ上や機
能連携を図ることで，গཔにわたり，これまでどおりのらしやすさやに͙わい等
の確保を目ඬにしています。 
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また，立地適昌化にけた都市機能の基本方針の一つである「高࣏な都市機能が
集積するຳྙある広域拠点の形成」として，中心市街地では，多くの人が集まり߅
常的なに͙わいを創出できるよう都市基൭や都市機能，交通結昸機能等の有効活用
を図るとともに，高࣏な都市機能のң持・集積を༢し，道北の広域拠点にさわ
しいຳྙある都市空間の形成を目指しています。 

 

ᶈ 旭川市公ڠ施設総合؇ཀྵܯժ 

旭川市公共施設等総合管理計画は，ࠕ後の人口動や市民ニーズに応じた公共建
の࠹適な配置，施設の長थໍ化，ң持管理の適昌化などを進めることによっ
て，市民が҈心して利用できる公共施設等をগཔにわたり持続的に提供していくこ
とや公共施設等の更新などに係るࡔ昆ෝ୴の軽減・平準化を図ることを目的として
います。 

本計画は，総合計画をはじめ，都市計画マスタープランや立地適昌化計画などと
整合を図りながら，公共施設等の基本的な方性を示すものです。計画期間は平成
28 年ౕ（2016 年ౕ）から令和 21 年ౕ（2039 年ౕ）までの 24 年間で，基本的な方
針として，既存施設の複合化，多機能化などにより必要な機能やサービスの集約を
図る「施設保有ྖの࠹適化」，民間活用のଇ進，広域的な連携などを通じた「コスト
のཊ昀とݱࡔ確保」があります。 

本計画に基づく۫体的な取組内容を整理した「旭川市公共施設等総合管理計画 第
１期アクションプログラム」では，旭川市民文化会館については，基本計画等の策
定を通じて旭川市公会堂を含む取組内容を整理・実施する一方，旭川市公会堂につ
いては，旭川市民文化会館との機能集約を検討することとしています。 

 

ᶉ 旭川市文化芸術৾خڷຌܯժ 

旭川市文化芸術振興基本計画は，平成 21 年（2009 年）４月施行の旭川市文化芸
術振興条ྭに基づき，文化芸術の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進する
ために策定され，計画期間を平成 28 年ౕ（2016 年ౕ）から令和 9 年ౕ（2027 年
ౕ）までの 12 年間としています。 

この計画では，条ྭ第２条に定める基本理೨を基に設定された４つの基本目ඬ
と，条ྭ第̓条に定める基本計画の事ߴとして 11 の基本ߴ目を͝ܟ，条ྭの内容と
整合のとれた施策の展開が図られています。特に，重点的・ԥஇ的に取り組む΄き
事ߴを，「重点的な取組」として４つ設定しています。 

一つ目として，「文化芸術活動に関するๅを広くఽえる」が͝ܟられており，文
化芸術に関心がある人だけでなく，関心がない人にもๅが広く効果的に行きわた
るようなๅ提供の組みづくりを目指しています。 
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二つ目として，「子供やऑ者が文化芸術に触れ，斿しむ機会をଁやす」が͝ܟられ
ており，࣏旻େを୴う子供たちやऑ者が，学校や地域，日常生活を通じて様々な文
化芸術に触れ斿しむことができるよう，豊かな感性や創ଆ性，コϝϣニίーション
能ྙやๅ活用能ྙを育む機会を充実することにより，ऑい旻େの文化芸術活動の
ଇ進を図ることを目指しています。 

られており，文͝ܟが「を育てるࡒえ，୴う人ࢩ文化芸術活動を」，つ目としてࢀ
化芸術に関する晃的எࣟを持つ多様な人ࡒを育成するとともに，各分野の指者
やリーξーとなる人ࡒの成や，これから文化芸術活動を行いたい人，実際に活動
しているݺ人や体，鑑賞する人をつな͛ోڰしとしての役割を୴う人ࡒの育成や
 。組みづくりの推進を目指しています

られており，ॊཔの͝ܟつ目として，「文化を広囲にଌえる意ࣟを高める」が࢝
文化芸術やఽ౹芸能等のにとらわれず，文化を広囲にଌえる意ࣟを成しなが
ら，文化芸術の振興施策を展開していくことや，旭川市の豊な地域ݱࣁを活用し
ながら，豊かな自然と都市機能が和した旭川らしい，文化芸術の創ଆを目指して
います。 
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しゅん工 দ和 49 年（1974 年）12 月 16 日 

開館 দ和 50 年（1975 年）２月２日 

敷地面積 11,441 ᶹ 

用途地域 商業地域 

防Ւ地域 防Ւ地域 

その他の昀限ۢ域 ܢ؏計画ۢ域，駐車場整備地ۢ，駐ྡྷ場整備ۢ域 

規模ߑଆ 地上３階・地下１階・屋１階，ర۔コンクリートଆ，一部రࠐଆ 

建面積 6,102 ᶹ 

Ԉজ面積 12,035 ᶹ 

 高高さ 23.7ｍ࠹

大ホール 座席数：1,546 席，車椅子席：２席，楽屋数：４部屋 

ঘホール 座席数：318 席，楽屋数：３部屋 

展示室 １部屋 598.47 ᶹ 

会٠室 ６部屋 

リハーサル室 １部屋 135.16 ᶹ 

和室 １部屋 96.71 ᶹ（舞台含む） 

その他付ଵ施設 ജ店：36.12 ᶹ 

2.3 旭川市民文化会館の現状ͳ՟ୌ 

旭川市民文化会館は，দ和 49 年（1974 年）に建設された文化ホール施設です。 
道北ݏにおいて࠹大となる 1,500 以上の席数を有する大ホールと約 300 席のঘホー 
ルに加え，展示室・会٠室等を備えており，市民の文化活動や全ࠅ規模の催事など 
様々な目的で使用することができる施設として，旭川市民のみならず周辺地域の 
方々からも長く斿しまれています（表 2-1）。 

表 2-1 文化会館の概要 ︵
仮
称
︶新
文
化
ホ
ー
ル
を
取
り
巻
く
環
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(1) 旭川市民文化会館の現状 

旭川市民文化会館は，旭川市役所総合庁舎とಋじۢ画に立地しており，JR 旭川駅
からైิ 20 分ఖౕの位置にあります（図 2-2）。この一画には，फ容台数 235 台の
７条駐車場（地下駐車場）があります。また，この一画は，７条緑道を通じて文化
芸術μーンとして位置付けられる常磐公園とも近接しており，公園内には旭川市公
会堂や旭川市中ԟ図ॽ館等の文化施設があります。 

前面道路はฤଈ２車線のバス通りで，車通りも多くなっています。市民の交通を
取りתく状ڱは自動車へのғ存ౕが高く，市内のバスの利用率についてはఁ下ܑ
にあります。 

ਦ 2-2 文化会館のबวڧ 

︵
Հ
স
︶
ช
Կ
ϙ
ổ
ϩ
Ν
ख
Ε
ת
͚

ڧ

第
̐
章



11 

(2) 旭川市民文化会館の利用状ڱ
令和４年ౕ（2022 年ౕ，近の年ౕ）及び令和元年ౕ（2019 年ౕ，新型コロナウ

イルス感晎֨大以前の年ౕ）の利用状ڱは，࣏のとおりです（図 2-3，図 2-4）。 

大ホールは，令和４年ౕに約９ຬ６晀人，令和元年ౕに約 13 ຬ７晀人の利用があ
り，利用率は令和４年ౕで約 61％，令和元年ౕで約 71％となっています。分野พの
利用割合では，令和４年ౕは音楽が࠹も多く約 いで講演等が約࣏，48％ 18％，その
他が約 17％となっています。令和元年ౕも音楽の利用が࠹も多く約 いで講࣏，54％
演等が約 21％，芸能が約 11％となっています。 

ঘホールは，令和４年ౕに約１ຬ̓晀人，令和元年ౕに約２ຬ人の利用があり，利
用率は令和４年ౕで約 51％，令和元年ౕは約 69％となっています。分野พの利用割
合では，令和４年ౕは音楽が約 37％，講演等が約 26％，その他約 16%というॳ൬で
あるのに対し，令和元年ౕは音楽が約 43％，講演等が約 21％，芸能が約 14％となっ
ています。 

旭川市民文化会館のพ館である旭川市公会堂は，令和４年ౕに約２ຬ２晀人，令和
元年ౕに約４ຬ人の利用があり，利用率では令和４年ౕが約 37％，令和元年ౕが約
49％となっています。分野พの利用割合では，令和４年ౕは音楽が約 37％，講演等が
約 26％，その他が約 16％であり，令和元年ౕは音楽が約 43％，講演等が約 21％，芸
能が約 14％となっています。 

展示室の利用率は令和４年ౕで約 52％，令和元年ౕで約 62％であり，分野พの利
用割合では，令和４年ౕは複合分野（ॽ道とֈ画など，複数分野にわたる展示）が約
30％，ॽ道が約 21％，ֈ画が約 17％に対し，令和元年ౕは複合分野が約 42％，ॽ道
が約  。室が約９％でด形となっています߉・いでֈ画・各種会場࣏，27％

会٠室全体（和室・リハーサル室を含む。）の利用率は令和４年ౕで約 45％，令和
元年ౕで約 47％ですが，各会٠室によって利用率にࠫが生じており，各室の使い勝手
などがӪ響しているものとߡえられます。なお，会٠室は会٠や講演等のΆか，ホー
ルの利用にญせて߉室や楽屋として利用される場合もあります。 

和室の利用率は令和４年ౕで約 30％，令和元年ౕは約 24％であり，和楽器の練習
や着座が必要なセϝナーのΆか，会٠室とಋ様に，ホールの利用にญせて߉室や楽屋
として利用される場合もあります。 

リハーサル室の利用率は令和４年ౕで約 35％，令和元年ౕで約 41％であり，各種
文化活動のリハーサル等にୱ独で使用されるΆか，会٠室や和室とಋ様に，ホールの
利用にญせて߉室や楽屋として利用される場合もあります。 
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  ਦ 2-4 ྫݫ೧ౕ・ྫ̒೧ౕ ホールٶ;ఴࣖ࣪のพ利用ׄ合 
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(3) 施設の՟ୌ 

〇 ଳਔ性能のଏ 

開館以པ，ଳ震րरがなされておらず，会٠室や楽屋等が所在する管理౫の建
がଳ震足と旀இされており，大ホール・ঘホール及びエントランスホールのり
ళҬが，現行の建基準に適合していません。 

 

〇 建のټ化 

一部ึरࡃみの所があるものの，屋上防水や外ป等の྾化によるӏりや，Ϊ
ラス等の྾化に伴うஇ೦性能のఁ下等がًこっています。また，ホールの座席やป
জ等の内暪ࡒなど，建全体のټ化が著しい状ڱにあります。 

また，ホールのअ音性がఁい点や搬入動線が使いにくい点なども課題となってい
ます。 

 

〇 設ඍのټ化 

ྮ設備，ஈ設備，ڇഋ水設備，電気設備や舞台機ߑ設備など，館をࢩえる設
備の多くがଳ用年数を大幅に過しており，্ބのリスクが高くなっていることに
加え，一部設備は既に部品の生ࢊがश྅しているなど，メンテナンス時の部品ୣ
にもۦ慮しています。 

 

〇 Ϥωバーγルυδイン 1) 

トイレにベビーΫープやおむつ交換台が設置されておらず，༺ࣞส器や多目的ト
イレが少ない点，段ࠫやٺこう配のスロープが多く車椅子での移動がࠖ難な点や大
ホールの車椅子席が少ない点など，バリアフリー面の晱置が十分である等の課題
があります。 

 

〇 ӣ用面の՟ୌ 

ホールの利用率は平ۋして高いものの，１ु間の中では土日ॗ日，また１年間の
中ではॡ・वの時期の利用が多いܑにあります。このため平日やർֳ的利用が少
ない時期の利用の۹りًこしが必要です。 

また，会٠室の利用状ڱから各室の利用率にはࠫがあり，特に室内のレイアウト
を変更しづらい第４会٠室と和室の利用率がఁい状ڱにあります。 

こうした点については，施設・設備の様や性能による部分だけでなく，利用ྋ
ۜの設定や予約ण付方๑など，施設の運用面の取扱いにも関係しています。 

 

  

1)ユニバーサルデザイン：「全ての人のためのデザイン」を意味し，年ྺや性พ，্がいの有ໃなどに 

関わらず，できるだけ多くの人々が使いやすいようなデザインのこと。 
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2.4 旭川市ٶ;बว市ௌのホール設置状ڱ 

(1) 市内のホール 

市内のホール機能を有する施設には旭川市公会堂と旭川市大雪クリスタルホール
があります（表 2-2）。 

旭川市公会堂は旭川市民文化会館のพ館として位置付けられており，717 席のホ
ールは音楽や演ܸなどの文化催事に利用されています。また，ଳ震ึکとրर工事
による平成 25 年（2013 年）のリニϣーアルオープンに伴い，ٮ席には旭川Պ۫が
 。用されていますࡀ

旭川市大雪クリスタルホールは音楽堂とࠅ際会٠場，ദ館の３つの施設でߑ成
されており，様々なイベントに幅広く対応できる機能を備えています。音楽堂は
597 席で，演暊者と؏़が一体となって演暊を楽しめる室内楽などに適したホール
となっています。ࠅ際会٠場は 300 人まで利用できる大会٠室とࣞఱ，表ঞࣞ等に
利用できるレセプション室，会٠室，特พ室を備え，ݜर会・講演会のΆかコンベ
ンション等でも多く利用されています。 

  

   

   

 ― 52,709  

 1,449  7,636  

 2,504  9,699  

 717  

 

 

 

  

  597 523   

74  

   

   

  

  180  

  300  

  90  

  150 100  

   

  

 

  

 33 1958 11  

25 2013  

  

1993  

 25  15  

表 2-2 市内のホール設置状ڱ 
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(2) बว市ௌのホール（ϟインホールの਼ੰ࠴） 

旭川市周辺の市町（旭川市 75km の施設）におけるホール機能を有する施設でݏ
は 500～700 席規模のホールが多く設置されている一方，大規模な催事を開催可能
な 1,000 席以上の施設はないことが分かります。 

なお，人口が多いࡵຊ市内には 1,000 席以上のホールが４施設あり，そのΆか，
民間も含め多くのホールが設置されています（図 2-5）。 

  

ਦ 2-5 बว市ௌのホール設置状ڱ 

679 席

พ市民文化センター࢞ 725 席

500 席

503 席

510 席

EN-RAY 639 席

502 席

500 席

hitaru

2,302 席
kitara

2,008 席

旭川市

ຊ市ࡵ

25km

50km

75km

( )

1,500 席

1,100 席

ˠ は大規模րर工事のため2023年1月1日から2024年9月30日までٵ館中

ˠ いずれもメインホールの座席数（車椅子席数を除く）をࡎى
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 の経緯౾ݗ 2.5

(1) 旭川市民文化会館の在り๏ݗ౾会 

令和４年ౕ（2022 年ౕ）に，現在の旭川市民文化会館の課題を整理し，ࠕ後の目
指す΄き方性，整備にけたߡえ方などの在り方等について，学ࣟ経ݩ者や市民
の方々から意見をおซきする場として「旭川市民文化会館の在り方検討会」を開催
しました。 

第１յ検討会 (令和４年６月) では，旭川市民文化会館の整備検討に係るこれまで
の経緯と建・設備等の現状についてๅを共有しました。第２յ検討会 (令和４
年７月) では，大規模րरの事ྭをߡࢂに，旭川市民文化会館が大規模րरを行う
と仮定した場合のメリットやデメリットについての整理を，第３յ検討会 (令和４
年̖月) では，建替えの事ྭをߡࢂに，旭川市民文化会館が建替えを行うと仮定し
た場合のメリットやデメリットについて整理しました。第４յ検討会 (令和４年 10

月) では，第２յ及び第３յ検討会の内容をಁまえ，大規模րरと建替えについて
ർֳしながら，旭川市民文化会館の整備の方性について意見取を行いました。
शյとなる第̓յ検討会 (令和４年࠹ 11 月) では，これまでの検討会での意見と，
第４յ検討会における旭川市民文化会館の整備の方性に関する意見を振りศり，
共有しました。 

結果として，整備の方性については「建替えの方がましい」との意見が多く
を晁め，大規模րरについて積極的な意見はありませんでした。また，下表 2-3 の
とおり，以後の検討に際して留意す΄き点について意見を集約しました。 

 

  

表 2-3 ʰ旭川市民文化会館の在り๏ݗ౾会ʱͶ͕いͱཀྵͪ͢ 

ʰޛࠕのݗ౾Ͷ͢ࡏͱཻқͤ΄͘点ʱ 

 後の検討に際して留意す΄き点ࠕ

ʴ理೨ʵ 

・目的 

・コンセプト 

・北ք道内や道北地域における位置付け（役割） 

・市民活動での利用を༑先するか，興行など一ൢ利用もಋ等とするか 

ʴ機能ʵ 

・ホール(座席数等) 

・会٠室・展示 

・駐車場の確保 

・公会堂のࠕ後もಁまえた施設機能と規模 

・機能を検討する上で必要なๅのफ集と分昦 

・他の市内公共施設との役割分୴ 

・駐車場整備の在り方 

施設の形ସ 

ୱ独施設とするか，複合施設とするか 

ˠ「ୱ独」：現施設の機能（大ホールを中心とした機能）を有すること 

 「複合」：現施設の機能に，新たな機能を௧加すること 

場所 

・コンベンションの実施・༢に適した立地（ॕഩ施設に近いなど） 

・市外からのアクセスのしやすさ 

・周辺も含めた立地ڧのߡ慮 

運用 ・管理・運営体昀のߑ 

推進方๑・体昀 

・市民の理解がಚられる検討プロセス（整備面・運用面）のߑ 

・গཔ利用者となる子供たちが興味を持つ組みのߑ 

・市民にՃや必要性を理解してもらえるようなプロセスと٠の成ज़ 
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(2) 旭川市民文化会館ඍخຌߑݗ౾会 

(1) の「旭川市民文化会館の在り方検討会」をಁまえ，旭川市民文化会館の整備
に係る基本的なߡえ方の検討にけて，学ࣟ経ݩ者，ホール利用体関係者，公募
市民等の計 12 名のࢂ加の下，令和̓年ౕ（2023 年ౕ）に基本ߑ暐の策定に関する
検討会を開催しました。 

 

ʴ̏յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧݆̔ 13 ೖ（Ւ） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市ਈ楽公民館 ָ̐स࣪ 

 

事ແۃより検討会のटࢭ及び旭川市民文化会館の整備の方性についての昹明を
行いました。ࢂ加者からは，市民の日常的な利用について目した意見が多く，催
事がない時のホールの開๎や，複合する機能，多様な性の人々がࢂ加できる組
み等についての検討の必要性について，確しました。また，音響面では他の市町
ଞからも演暊したいとࢧわれるような性能の良いホールにしたいという意見などが
ありました（表 2-4）。 

全体として，旭川市の文化を育むための，旭川市ならではのホールを目指したい
という方性を確し，ࠕ後は旭川市のݺ性からホールをߡえる必要があることを
共有しました。 

  

第１յ検討会の様子 
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Ϋーワード 主な意見 

複合化 

・どんな機能を複合すれば常にՖಉするか，市民に利用してもらえるかという視点が重要 

・複合的な施設をଆってΆしいが，現施設での各室Ֆಉ率を晍い出し，いらないものはࡡり， 

必要なものを加えるという検討が必要  ・展示機能（展示室）の充実を図ってΆしい 

・建種พとして展示室とホールはพであり，多くの場合，展示室はඔ術館・ദ館等が୴う 

もの  ・ࠕよりもっと多目的に使える会٠室の検討を 

コンベンション 

・コンベンション機能があることで経ࡃ効果を見込める 

・コンベンションでཔた方に旭川の良い所をஎってもらえる 

・現文化会館の周辺には，1,000 人規模のコンベンションを༢できるくらい，ホテルがἩっ
ている 

予ࢋ 

・イニシャルコストは，1,500 席の大ホールୱ独施設で 100 Ա円ఖౕ，1,800～2,000 席の 

大ホールʶ会٠室等で 130～150 Ա円ఖౕ，本日意見のあったアイデアをす΄て実現しよう
とすると 200 Ա円以上になると見込まれ，また建設ඇは年々上তܑにある 

・イニシャルコストにඇ用をかけることで，ランニングコストをѻक़できる部分もある 

・公共性をң持しつつ，ࡔ昆ෝ୴もߡ慮した整備手๑・運営手๑をߡえる必要がある 

・全ての要晼を積み上͝ていくわけにはいかないので，このまちのコンセプトとして，Ձを
༑先的にߡえるのか決めることが大事 ・λフト面でもハード面でもໃ理のないߑ暐 

日常的な利用 

・ホールの建設時には，利用経ݩにࠫがあることから，「全ての人が利用するわけではない
のに，なͧそんなにも予ࢋを使う必要があるのか」という٠がよく出る 

・催事がない日はシャッターがถまり，ऒしく感じるので，見て楽しめる要晼があると良い 

・日常的な利用を通じて，ホールの催事に対する関心をًすることが大事 

・催事がない時にどういう開๎の方があるかߡえる必要がある 

・おのずと人が集まるようなエントランス広場 

オリジナリティ 

・文化ホールの性࣯は，多目的に使えるものや晃用性の高いものなど幅があり，施設でどう
まちづくりをしていくのかというߡえ方で，施設の性能等が変わってくる 

・自࣑体ごとのオリジナル性をどれだけ練り上͝られるかということが求められる 

有の課題がՁなのかとݽ・性ݺলしつつ，自分たちのࢂ後の事ྭ়ղでは，良い部分をࠕ・
いう見方で٠していく必要がある 

ホール機能 

・大きな٠題となるのはホールの座席数（現施設の大ホールは約 1,500 席） 

・演暊Պとしてこのホールで演暊・レコーディングしたいとࢧえる音響設備 

・現状のՖಉ率は音楽の割合が高いので，良い音楽を良いڧでけることが大事 

 えるߡটもܩ席数を可変ࣞにするなど，現在公会堂が୴う中ホール機能のٮ・

・可変ࣞٮ席・平土間にして避難所等にも利用可能に 

・音響や使い勝手の良いホールにすることで，৯々な体が集まってくると良い 

インクルーシブ 

・車での移動がส ・特にऑい旻େの人たちが気軽に行ける場所 

・年ྺや性พ，旁体能ྙによらず୯でも立ち寄りたい居場所とすることが大事 

・視ְ・্ְ害のある方がඔ術・ֈ画・ࠃを楽しめるデザイン 

・災害時の避難場所になるなど，全ての人が使える要晼が入っていると良い 

立地・敷地 

・新たなホールの面積は現状よりも大きくなる ・搬入などをߡえた道路との接続 

・ॢ間的な人の動きをٷफできるよう，駐車場や広場など，土地のゆとりをどれだけ確保で
きるかがポイント ・高ྺ化等をߡえると，交通のสの良い立地にす΄き 

・敷地によって設計上工夫できることが変わる 

シンϚル性 

・まちに対するڧをデザインすることが大事   ・ランドマークになるような施設 

・まちのシンϚルとして，市民の期待に応える建 ・建自体にຳྙがある施設 

・このまちにこの建があってよかったとࢧえる施設 

道北の中心 

としての施設 

・周辺自࣑体のՖಉ率のఁいところ，割に合わないものを୴うには，相当のְޝが必要 

・現施設とಋఖౕの規模の文化施設が，周辺の市町ଞにはない。周辺の市町ଞの分も୴うと
いう気持ちでଆるのかどうか ・道北における文化の大きな基൭ 

文化成 

・文化芸術は楽しむもの，自ހ成長のためのもの ・音楽，芸術の足がかりとなる施設 

・旭川市文化芸術振興条ྭを味し，新施設との整合性をとる必要があるのでは 

・この建があったからこそ旭川の文化が斵まったとࢧえるような施設 ・旭川の文化を育む 

 

表 2-4 ̏յݗ౾会Ͳのकなқݡ（ΫーワードพͶྪ） 
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ʴ̐յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧݆̕ 26 ೖ（ਭ） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市民文化会館 ̐会٠࣪ 

 

全ࠅ的な文化ホールのொ流の変晠について事ແۃから昹明した後，先行事ྭとし
てທ方市文化芸術センター（大ࡗැທ方市），水戸市民会館（Ἔݟ水戸市），༟利
本暦市文化交流館「Ωξーレ」（वీݟ༟利本暦市）の取組について়ղした上で，
旭川市における文化ホールのましい在り方について意見交換を行いました。 

が旭川市ܢ加者の意見として，ທ方市文化芸術センターは，建替えとなったഐࢂ
とྪࣇしており，コンセプトの方性やホール規模など現在の旭川市民文化会館と
共通する部分が多く，༟利本暦市文化交流館「Ωξーレ」は，多機能ホールとして
多様なイベントに対応できるよう工夫して計画されているのがһ象的で，どちらの
事ྭも屋外スペースにゆとりがある点がһ象的である等の意見がありました。ま
た，水戸市民会館は，少ない敷地面積ながら３つのホールを有し，大規模なコンベ
ンションにも対応できるよう計画されているのがһ象的という意見がありました。
旭川市では，্害の当事者や高ྺ者も含めた多様な人々が交流できる施設設備やパ
ブリックスペースの存在がましいといった意見もありました。ホール機能に関し
ては，ホールの音響やল明といった性能面とコンベンション機能とのバランスが課
題として͝ڏられました。 

また，多用途な施設とすることにより，様々な用事の「ついで」に施設利用が期
待される一方で，多目的がໃ目的にならないように意する必要があるとの意見が
あり，そのためにはコンセプトを定めることが重要であることから，ࠕ後の検討で
はこの点を特に重視したいことを確しました（表 2-5）。 

第２յ検討会の様子 
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Ϋーワード 主な意見 

複合化 

・多目的がໃ目的に変わってはいけない。コンセプトを持つことが大事 

 くなった公共施設を集約して複合化する地方都市が多いݻ・

・展示室で展示のない時の利活用をߡえたい 

・複合化し部屋を共用することで面積の༧通をきかせる 

・会٠用の会٠室ではなくて，演出準備と会٠両方使える部屋がΆしい 

・複合化で新しいՃが施設に付加されることで，Ֆಉ率がどう変わるか 

・芸術展示άャラリーをܸ場型のホールとಋ等の位置付けにしてΆしい 

・展示室は現在の市民文化会館の広さが必要 

コンベンション 

・全ࠅ規模の大会やコンベンションを実施すれば，地域の活性化につながる 

・3,000 人規模のコンベンションが開催できる機能があると良い 

 ってΆしいࡠ内外から大会などで利用者が訪れるような施設をࠅ・

・旭川市の状ڱをߡえると，コンベンション的な機能を複合することが現実的 

ついで利用 ・行ったついでにՁか見れるとか，他にもՁかできるような多用途であると良い 

相ޕ性 ・旭川で芸術分野にॊ事する有ࣟ者の方々を相ޕにつな͝る文化会館の在り方が必要 

日常的な利用 ・図ॽ館やάャラリー等の日常的に使う機能を複合することで使用率を上͝る 

余പ空間 

・ホールから出た時のѻയ感がۦ手なので，ホール以外の公共スペースを広くଆってΆ
しい 

・メイン機能のজ面積以外の空間に面積を充てていくというのが࠹近の文化施設のܑ
としてඉ常に特徴的である 

屋内型パブリック 

スペース 

・北ք道ではل間，屋外スペースが機能しなくなる 

・屋内型パブリックスペースという選ࢸ 

・水戸市民会館のように屋内型広場があればلに室内で待つことができるので良い 

インクルーシブ 

・ホールでは席が確保されているが，オープンスペースが狭い施設では，ホールの外だ
とѻയ感がある 

・車椅子トイレをঃพにଆってΆしい 

・車椅子でも使いやすい駐車場を 

・利ส性を高めるため，動線をくする入口も必要では 

・動線を長くするかくするかはメリットとデメリットとがあり，ニーズに応じて選
できることが重要 

オリジナリティ 
えていߡ性を持ってݺえ方でՁを目指してどこにߡたちの市民文化ホールはどんなࢴ・

くのか 

ホール機能 

・音楽的な部分は昻対に良いものをଆりたい 

・多層にすることで機能を充実させられると良い 

・音楽ホールと会٠室の機能は分ける必要がある 

・中ホールやঘホールは避難所としても使えると良い 

立地・敷地 

・事ྭから建設用地の広さが必要だと感じた 

・敷地の使い方などもߡえながら٠する必要がある 

・গཔの人口と交通の変化をߡ慮し敷地を選定する必要がある 

・大ホール・ঘホールなど，複数のホールを有するので，割と大きめになる 

アクセシビリティ 
・高ྺ化に伴い，アクセシビリティがますます求められる 

・子供を持つ斿としては，屋外スペースにゆとりがあると入りやすい 

道北の中心として

の施設 

・3,000 人規模のコンベンションに対応できるॕഩ施設を有しているのは北ք道ではࡵ
ຊと旭川だけである 

表 2-5 ̐յݗ౾会Ͳのकなқݡ（ΫーワードพͶྪ） 
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ʴ３յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧̖݆ 17 ೖ（） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市民文化会館 ̐会٠࣪ 

 

基本ߑ暐の֫となる「コンセプト」について，ಫঘຂ市民文化ホール（北ք道ಫ
ঘຂ市）における検討・立案時の流れについて事ແۃから়ղし，コンセプト策定
までの経緯やߡえ方について共有しました。 

また，第２յ検討会で়ղしたທ方市文化芸術センター（大ࡗැທ方市），水戸市
民会館（Ἔݟ水戸市），༟利本暦市文化交流館「Ωξーレ」（वీݟ༟利本暦市）
の３施設とಫঘຂ市民文化ホールについて，各施設がどのようなコンセプトを設定
し，その実現のためにどのような機能や活動が暐定され，どのような空間として整
備されたか，４施設の特徴をർֳしながら，旭川市ではどのように整備する΄き
か，意見交換を行いました。 

加者からは，日常的に୯もが利用できるよう，敷居のఁい場所としたいというࢂ
意見が多くありました。また，ホール機能の規模や性能に関する意見交換の中で，
現状開催されているイベント等をӀき͙ܩつつ，道北の中心施設として，可能な
囲で࣯の高いコンサート等を༢したいという意見があったΆか，近隣市町ଞも含
め既存施設との役割分୴についてもߡえる必要があるとの指ఢもありました。ホー
ル機能に関しては積層化についても目され，積層型施設は上下で機能を分けて配
置しやすい一方で，それͩれの機能が分இされてしまい縦動線の移動が面ౙである
ため相ޕ利用をଇしづらく，平面型施設はಋじフロアでの機能の相ޕ利用をଇしや
すい一方で建面積が大きくなるという，積層型施設と平面型施設それͩれの利
点・ܿ点についてࣟを共有しました。 

第３յ検討会を通して，（仮称）新文化ホールの整備に関して「旭川らしさ（アイ
デンティティ）」や「旭川市が୴う役割」といった要晼を重視する意見が多いことに
ついて確・共有しました。この点をಁまえ，࣏յ以降の会٠においては，文化芸
術に関する役割を（仮称）新文化ホールがどのఖౕ୴うのかという部分を含め，施
設のコンセプトに係る検討を行うこととしました（表 2-6）。 

  

 
第３յ検討会の様子 
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Ϋーワード 主な意見 

複合化 

・ୱに集約化して一つの施設に٩めるのではなく，機能の相乗効果が生まれるよう，それͩ
れの役割を再定ٝすることが重要 

・コンベンションと文化芸術のバランスをどう設定するか 

・機能をՁでも٩め込むことで多目的がໃ目的に変わってしまう可能性がある 

・市内の既存施設や，周辺市町ଞも含めた役割分୴をߡえる必要がある 

コンベンション ・コンベンション機能は外せない要晼である 

予ࢋ 

・可動ࣞのホールはイニシャルコストとランニングコストの両方でおۜがかかり，音響的に
も有利にはならない 

・飲食機能を入れる際に，फࢩを合わせるための工夫が必要になる 

ついで利用 ・Ձかのついでに立ち寄れるような施設であってΆしい 

相ޕ性 ・文化会館が子供たちと芸術Պとをつな͛場所になってΆしい 

インクルーシブ 

・子供たちにとって文化会館が晎みのあるものであってΆしい 

・段からホールを利用している人だけでなく，全ての人が気軽に入りやすいಃ明性のある
外؏がましい 

日常的な利用 

・飲食できる場所があるのは，人が集まってくる大きな要晼の一つだとࢧう 

・飲食・おしΎ΄りが可能など，居心地良い場所づくりが市民との距離をक़める 

・常に人がཔるような機能をಋ居させることで，場所やイベントの存在をஎるきっかけを生
み出す 

余പ空間 ・Ձかのついでに立ち寄れるような施設であってΆしい 

市民ࢂ加 

・デザインコンペを行うなど市民の意見を形に取り入れることで，市民の理解がಚられる 

・市民中心の施設であってΆしい。幅広い文化活動が発表できて交流できるような場であっ
てΆしい 

積層型 

・積層する場合，上下階の相ޕ交流を保ちつつ，用途で分けられるような工夫が必要 

・現庁舎跡地に高層のホールを建てて，席数や駐車数を確保することは可能である 

・ホールを高層化することで，道路の振動やサイレンなどはఽわりにくくなる 

・積層型は上下階でイベントを明確に分けられるメリットと分இしてしまうというデメリッ
トがある ・水戸市民会館のようにホールの多層化ができれば良い 

・積層型はࠠࡸ時に狭ᯂさを感じるので，҈全確保に留意する必要がある 

アイデンティティ 

・旭川市のアイデンティティとなるようなホール 

・子供たちが舞台に立つことをގりやϠοベーションに感じられるような施設であると良い 

・工が有名であるため，を生かした建にすることで，旭川らしさにつながるとࢧう 

ホール機能 
・旻ֆレベルのアーティストを༢できるఖౕのスペックがあっても良いとࢧう 

・舞台転換のしやすさ，楽屋やバックϢードの使いやすさもߡえてΆしい 

ライブラリー・ 

άャラリー 

展やグループ展が可能な中規模の展ལ会場が旭川市にはないことをಁまえ，展示機能のݺ・
規模をߡえる必要がある 

・図ॽ館，飲食，椅子など様々な機能があり，目的がある人もない人も利用できる施設であ
ると良い ・コンベンション等にも使いやすい部屋のߑଆ・配置であると良い 

・インターϋット等により表現の機会と場所の選ࢸがଁえている時େであり，公共施設の
役割やࢩԋの方もバージョンアップしていく必要がある 

立地・敷地 ・近くでভ防車のサイレンが໒ることは，ホールを建てる際にݔ೨す΄きである 

管・所 ・施設を管する行昆主体がพ（市と道など）の場合，ಋじ建に集約することは難しい 

道北の中心と
しての施設 

・北ք道の第二の中心として幅広い芸術に対応できるような施設 

・文化芸術を୴っていく道北エリアの拠点でありたい 

文化成 
・旭川市は芸術のレベルが高く，それを大切に育てていくことが重要であるとߡえるので，

コンセプトとして「文化芸術」を推したい 

表 2-6  3 յݗ౾会Ͳのकなқݡ（ΫーワードพͶྪ） 
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ʴ̒յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧̗݆̓ೖ（Ւ） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市ਈ楽公民館 ָ̏स࣪ 

 

加者に２つのグループに分かれてもらい，グループディスΩッション形ࣞでコࢂ
ンセプト案を検討しました。第１յから第３յの検討会で出てきたΫーワードを基
に，それらの相関性や，新たに整備する施設において期待される۫体的な活動をイ
メージしてもらい，アイデアを出し合いながら，コンセプトにつながるΫーフレー
ズをࡠ成していきました。 

グループ̘では，主にまちづくり，旭川らしさ，建設場所について意見が交わさ
れました。コンベンション機能や周辺ڧとの関係，旭川にࠞ͡した晼ࡒ・デザイ
ンについて目し，「まちに߫ݛする」「旭川らしい体ݩ」「交流」「文化芸術を育
む」というΫーフレーズ案が形成されました。 

グループ̙では，主にアイデンティティ，施設機能，建設場所について意見が交
わされました。デザイン都市としてのシンϚル性や他分野の活動との関係，日常的
なついで利用に目し，「人が集うໂと感動のある空間～響き合う文化芸術～」とい
うΫーフレーズ案が形成されました。 

両グループに共通した意見として，一部の人だけが利用する施設ではなく，多く
の市民にとって斿しみやすい施設として整備することが重要で，（仮称）新文化ホ
ールは市民が文化芸術に触れ，育んでいくための入口としたいというࢧいを確し
ました（表 2-7）。 

  

第４յ検討会の様子 
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ήルーϕ AʁʰまちͶ߫ͤݛΖʱʰ旭川Δ͢いରݩʱʰިླྀʱʰ文化芸術Νүʱ 

Ϋーワード 主な意見 

コンベンション 

・大ঘ問わず 10 室ఖౕの会٠室に加え，可動ࣞの間切り機能や，中ܩをつな͛ことができ
る会٠機能があると良い ・訪れた人が，プライベートでも再訪したくなる施設 

・どの立地であっても，コンベンション機能を内ใする文化施設であることが旭川全体のま
ちづくりに߫ݛできる 

予ࢋ ・予ࢋをಁまえても，規模よりも機能を༑先す΄き 

インクルーシブ 
・既にࡵຊにあるホールとಋఖౕの規模・ึ完的な位置付けの施設ではなく，独自性を持っ

た施設であると良い ・車椅子でも使いやすい駐車場やトイレが良い  

日常的な利用 ・施設自体にՃがあることで日常利用をଇし，公演時にもཔてもらう 

積層型 
・積層型で高さのある建にすることで展台を設けて街全体を見ోせるような工夫もߡえ

られる 

シンϚル性 

・ホールの規模や機能に関わらず，演暊することにՃやステータスを見出せる施設になれ
ば良い ・どの建Պが建てたのかもステータスになりಚる 

・旭川に行きたいとࢧってもらえるような機能やシンϚル性があることが理暐 

旭川らしさ 

・新施設のຳྙを道北の自然とセットで感じてもらいたい 

・新庁舎は旭川のՊ۫も使用しているため，その点も౹一していければ良い 

・をんだんに使うような旭川らしい施設 ・ホールの音響面でもは相性が良い 

・ୱ९に֪良いだけでなく，地域にࠞ͡したデザインだと市昆を表現する上でも良い 

・中心市街地が空ߕから近いことや，現文化会館を中心にコンベンション機能やॕഩ機能が
 内にफまっていることがຳྙݏิై

アクセシビリティ ・人や車の動線が重要。現施設周辺には駐車場はあるが，渋滞にתき込まれやすい 

立地・敷地 

・ホテルとのつながり等，エリア全体の動線が大事 

・コンベンション機能やॕഩ機能がైิݏ内にफまっていることは，ホール自体のຳྙにも
つながる ・現施設周辺にはシティホテルが複数あり，コンベンションやࠛ斿会に対応可 

ホール機能 

・本൬前の練習の時点で，良さがఽわるようなホールであることが理暐 

・搬入口の動線など，バックϢードの使い勝手が大事 

・現市民文化会館の 1,500 席で足りているが，座席の間ֶが狭いことが満点 

文化成 ・文化芸術のための施設よりも，旭川全体のまちづくりに߫ݛする施設がましい 

ήルーϕ Bʁʰਕ͗ॄ͑ໂͳ״ಊの͍Ζ空ؔʛ͘ڻ合͑文化芸術ʛʱ 

Ϋーワード 主な発ݶ 

複合化 ・段使いやコンベンションなど，様々な形で「人が集う」施設 

ついで利用 
・எ人やՊଔのࡠ品が展示されていても，多くの人が訪れるような場所でなければ展示を見

に行くことがなく，施設の「ついで利用」にもつながらない 

交流 

・文化会館が音楽活動をしている人々やスポーς等他の分野の活動を行っている人々もつな
͙，༧合する ・創ଆするものとڙणするもののバランスが取れると良い 

・おޕいが寄り集まった時に晼తだと共感できるような場所にしたい 

・旻ֆ的なアーティストの演暊をみて感動するばかりではなく，自分ୣもそのレベルまでで
きるようになりたいというܻ࢙になるような体ݩができたら良い 

・「人が集う，ໂと感動のある空間」 

日常的な利用 ・日常的な利用をしてもらい市民の文化芸術を育んでいくような施設が理暐 

シンϚル性 
・文化エリアの象徴となる建にするというのも大事 

・デザイン都市と໑っているからには，そのシンϚルとなるような建にしたい 

立地・敷地 
・神楽地域に立地を仮定した場合，ࠅ際会٠場やレセプション室を備える大雪クリスタルホ

ールと連携できる場所であると良い 

道北の中心 

としての施設 

・周辺地域においても規模が大きい催事は旭川でやりたいとࢧわれているとߡえられるし，
自分ୣもそうありたい 

文化成 
・敷居のఁい施設でないといけない。文化のౕ合いや，旁近なイベントが気楽にできる空間

であってΆしい ・「響き合う文化芸術」 

表 2-7 ̒յݗ౾会 ήルーϕυΡスΩッションͲのकなқݡ 
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ʴ̓յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧ 10 ݆ 30 ೖ（݆） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市民文化会館 ̐会٠࣪ 

 

第４յ検討会でのディスΩッション内容を振りศった後，ホールに必要な機能と
当該機能ಋ࢞の配置や相ޕ関係についての検討を目的として，第４յ検討会とは異
なるߑ成で２つのグループに分かれ，グループディスΩッションを行いました。 

グループ̘では，１階の大ホールをً点に，「大ホールの目の前に配置する機能は
Ձがましいか」という視点から٠を࢟めたところ，屋外と一体的に活用できる
大きなフリースペースを設け，各機能へのアクセス性，施設全体の視性を高めら
れるߑ成を重視したいという意見が多くありました。また，会٠室やリハーサル室
等の諸室を多目的に利用できるようにする，ΩフΥ等の飲食スペースを設置すると
いう意見もあり，総じて異なる機能を持つ空間の一体利用や多目的化についての意
見が多く出されました（表 2-8，図 2-6）。 

 

Ϋーワード 主な意見 

ついで利用 ・飲食がついで利用で࠹も使用される機能であり，必ずΆしい 

日常的な利用 ・オープンΩフΥのようならっと立ち寄れる空間づくり 

インクルーシブ ・エントランス空間から各機能が全て一でき，؈ୱにアクセスできると良い 

ライブラリー・
άャラリー 

・コンベンションの際にはάャラリースペースを企業展示スペースとしても利用できる 

ホール機能 ・リハーサル室をࡠるなら，大ホールのステージとಋ等以上の面積としてΆしい 

余പ空間 
・άャラリーや中ホールと一体的な利用ができる空間にしたい 

・屋外スペースと一体的に利用できるような余പ空間 

表 2-8 ̓յݗ౾会 ήルーϕυΡスΩッションͲのकなқݡ（ήルーϕ A） 

第̓յ検討会（グループディスΩッション）の様子（グループ̘） 
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ਦ 2-6 ̓յݗ౾会 ήルーϕυΡスΩッション݃Վ（ήルーϕ̘） 
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グループ̙では，エントランスをً点に，隣接する機能はՁがましいかという
ところから٠を࢟めました。エントランスから施設の各機能を見ోすことができ
る共用スペースを設け，共用スペースが移動経路であるとಋ時に滞在可能な空間に
もなると良いという意見がありました。また，利用者がิきたくなるよう，共用ス
ペースの旨所に中ఋや図ॽコーナー，άャラリーといった要晼が設けられていると
良いというアイデアも出されました。その他，コンベンション機能に関連した会٠
室の配置方๑や，談話できるフリースペースの確保，図ॽ館やඔ術館の分館として
の機能を持たせてはどうかといった意見等もあり，総じてまちづくりの視点をಁま
えた役割や施設の利用方๑についての意見が多く出されました（表 2-9，図 2-7）。 

両グループに共通する意見がある一方で，それͩれに独自の意見もあり，࣏յ以
降の検討会においては，それら意見を整理しつつコンセプト案について検討すると
ともに，施設規模もߡ慮しながら検討を進める必要があることを共有しました。 

 

 

 

Ϋーワード 主な意見 

コンベンション ・活動が見えるオープンな会٠室とۢ切られているクローズドな会٠室の両方あると良い 

インクルーシブ 
・หکスペース等を設け，ऑい旻େも利用したくなる施設にしていきたい 

・昜かな空間とに͙やかな空間を分け，୯でも気軽に利用できる施設にしたい 

旭川らしさ ・旭川Պ۫や旭川のりを使ったปなどで旭川らしさを楽しめると良い 

ライブラリー・ 

άャラリー 
・図ॽ館やඔ術館の分館としての機能を持たせるのも良い 

余പ空間 

・通路の中に滞留できる空間があると，に͙わいが生まれる 

・エントランスの中ఋや図ॽスペース等を配置し，一つの大きな空間を様々な機能を持っ
た場としてۢ切ることで，楽しく移動・滞在できる空間にしたい 

表 2-9  5 յݗ౾会 ήルーϕυΡスΩッションͲのकなқݡ（ήルーϕ B） 

第̓յ検討会（グループディスΩッション）の様子（グループ̙） 
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ਦ 2-7 ̓յݗ౾会 ήルーϕυΡスΩッション݃Վ（ήルーϕ̙） 
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ʴ̔յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧ 11 ݆ 20 ೖ（݆） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市総合庁舎 大会٠࣪̚ 

 

第̓յ検討会までの内容をಁまえ，「コンセプト・Ϋーフレーズ（案）」と「敷地
の要晼」を٠題として，意見交換を行いました。 

「コンセプト・Ϋーフレーズ（案）」については，これまでの会٠内での意見から
「まちづくり」「文化芸術」「道北の中心施設」という３つの要晼をப出し，それら
の要晼を基にした３案を事ແۃから提示し，ࢂ加者に意見を求めました。「拠点」と
いう要晼に関しては，文化の面からも，まちづくりやコンベンションの面からも，
幅広く意見が寄せられました。その他，গཔや子供たちのໂや活動につながってい
くような未པࢦのݶཁであること，टࢭが·やけることがないようメインフレー
ズとサブフレーズに分けるなど工夫す΄きといった意見が寄せられました。これら
加者から提示された意見をಁまえ，第７յ検討会ではर昌したコンセプト・Ϋーࢂ
フレーズ案を示すこととしました。 

「敷地の要晼」については，「旭川市民文化会館の在り方検討会」及び「旭川市民
文化会館整備基本ߑ暐検討会」の中で意見をいただいた敷地として，「旧総合庁舎跡
地」「大雪クリスタルホール多目的広場」「常磐公園内」の３所をྭ示し，それͩ
れの敷地における基晸ๅ・コンセプトの実現に係る要晼・敷地の性能という３点
をՃとしてർֳしながら，（仮称）新文化ホールに必要となる敷地の要晼につい
て整理し，ࢂ加者の意見を求めました。ࢂ加者からはそれͩれの敷地について，公
園内の土地に建設することは技術的・๑ཱ等の昀限的に可能であるのかといった࣯
問や，施設建設によって周辺地域への経ࡃ的活性化等が期待できるのではないかと
いった意見などが寄せられました。また，旭川市公会堂の機能を（仮称）新文化ホ
ールに取り込む形で建設するなどして，現施設を集約化していくことも視野に入れ
つつ検討する必要があるといった指ఢもありました。本検討会で示した３所は，
あくまで敷地の要晼を整理するためのྭ示になりますが，いずれも建技術的に工
夫することで施設を建設できるものの，それͩれに課題もあることから，敷地の要
晼をಁまえた検討が必要となることを確しました（表 2-10）。 

第６յ検討会の様子 
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Ϋーワード 主な意見 

複合化・多機能化 ・文化会館の中に公会堂の中ホール機能をٷफしていくこともߡえられる 

コンベンション ・交流人口がଁ加すれば，経ࡃ的にもまちづくりの面でも߫ݛできる 

交流 
・子供たちや市民が文化会館に行けば，文化芸術面のアイデアを提供してもらえたり， 

技術を持つ人ࡒを়ղしてもらえるなど，λフト面の組みのߑも大事 

市民ࢂ加 
・新施設が「Ձをやっている場なのか」市民が暖い段階でΫャッοできるよう，発信ྙは

大切になる 

立地・敷地 

・施設建設に伴う周辺の経ࡃ的，商業的活性化は期待したい 

・ハザードマップで浸水リスク等が暐定される敷地の場合は，施設の建設においてߡ慮 

する必要がある 

シンϚル性 

・入った時にڽきやͽらめきを感じるユニークな建であると，人が集まる要Ҿや市民の
 りになるގ

・「ユニークさ」に関しては「ଆ形」から「サステナブル」を重視するՃ؏へと変晠し
つつある 

道北の中心とし
ての施設 

・文化を子供たちにつな͝ていく拠点 

・ๅ面での拠点性も備えてΆしい  

文化成 ・ࠕ後はハードとλフトの両面について充実した٠を進めてΆしい 

表 2-10 ̔յݗ౾会Ͳのकなқݡ（ΫーワードพͶྪ） 
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ʴ̕յݗ౾会ʵ 

ೖ࣎ ྫ̓೧ 12 ݆ 22 ೖ（ۜ） 13 ࣎ 30 ʛ 

場所 旭川市民文化会館 ̐会٠࣪ 

 

これまでの検討内容をಁまえて事ແۃがࡠ成した「旭川市民文化会館整備基本ߑ
暐（晼案）」を基に意見交換を行いました。 

会٠の内容がよく集約・反映されているという易が多かった一方，基本理೨の案
として示した「࣏旻େへつな͝る文化交流活動の拠点：シビックプライドを育む道
北のランドマーク」というフレーズに関しては，「シビックプライド」という用語が
理解しづらく，より多くの市民がす͛に理解できるよう，日本語を用いた斿しみや
すいݶཁとした方が良いとの意見が寄せられました。また，「第 4 হ（仮称）新文化
ホールに必要な機能とߡえ方」の内容について，基本理೨との結びつきを意ࣟした
表現にした方が良いのではないかという意見もありました。 

これらࢂ加者から提示された意見をಁまえ，基本理೨及び全体の文হを適ٕर昌
していくこととしました。 

  

 

第７յ検討会の様子 
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 ຌཀྵ೨خ 3.1

 

 

文化交流がもたらすجびや感動，成長や共感を市民一人ͽとりが当事者としてڙ
णすることのできる拠点を整備します。文化交流活動は，現在の充実だけでなく，
過ڊから未པへと続く地域の共有ࢊࡔとしてଌえることが重要です。（仮称）新文化
ホールでは，文化交流活動の豊かなட積を࣏旻େへつな͝るとともに，道北地方の
拠点都市としての役割を意ࣟした上で，市内外にその発展を広͝ていくことを目指
します。 

（仮称）新文化ホールの役割や意ٝをうたうテーマに，「市民のގりとѬ着を育む
道北のランドマーク」を͝ܟます。ランドマークとは，都市における目һや象徴の
ことを指します。「ここに行けば自分もՁかできそう」「ここでは文化交流の新しい
出会いが生まれる」「ここを目ඬにして成長したい」といったように，（仮称）新文
化ホールは，市民一人ͽとりが自らの可能性を大切にしながら文化交流活動を実晞
し，旭川市はもとより道北地域の文化交流やまちづくりの重要な拠点として機能し
 。することを目指しますݛ߫

 

 

 ຌ的なༀׄخ 3.2

(1) ೖ常利用 

文化芸術の敷居をఁくし，市民が斿しみを持って利用できる施設を目指します。
施設の利用が特定の集等に限定されることなく，目的がなくても施設を訪れるこ
とのできる日常利用を重視します。利用者それͩれがࢧいࢧいに滞在することがで
き，自然な流れで利用者間の交流を生むような空間とすることで，市民の生活の࣯
の上にࣁする，公共施設としての基本的な役割を果たすことができる施設を目指
します。 

  

 点ڎಊのେͯな͝Ζ文化ިླྀ࣏

ʛ市民のގりͳѬΝү道北のランドϜークʛ ︵
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(2) 多ؽ能࿊ܠ 

既存の旭川市民文化会館の機能や性能をそのままӀき͛ܩのではなく，これから
の公共施設が果たす΄き役割や意ٝを十分に検討しながら，地域の持続的な発展を
णできるよڙえる施設を目指します。そのためには，一つの施設でୱ独の機能をࢩ
うに整備するのではなく，様々な施設が複数の機能を有した上で，施設間・機能間
の連携を意ࣟしておくことが重要です。市内外の施設との役割分୴を十分に検討
し，持続的な公共サービスを展開できるよう施設の機能を再定ٝしていきます。 

 

(3) インクルーシϔ ̏） 

公共施設は，全ての市民に開かれていることに加え，利用しやすいことが重要で
す。年ྺ，性พ，文化，旁体の状ڱなどのҩいに関わらず，市民が気軽に立ち寄る
ことができる施設を目指します。୯にとっても，分かりやすく，ෝ୴が少なく，҈
心してչ適に利用ができるような工夫と配慮を行い，୯もが斿しむことができる，
なじみのある施設を目指します。 

 

(4) まちづくり 

新しい施設の在り方を敷地の中だけで検討するのではなく，広域における位置付
けを明確にし，まちづくりの؏点から整備を行います。新しい施設がまちの中で十
分に機能していくためには，施設整備などのハード面の取組はもちろんのこと，市
民のࢂ加とڢಉを推進するλフト面の取組もܿかせません。施設の計画と設計に࢟
まりしゅん工後の運営に当たっては，市民のࢂ加と市民とのڢಉの取組を推進し，
市民が主体的に活༄できる施設を目指します。 

 

(5) シンϚル 

公共施設はୱに機能とサービスがणけోされるだけでなく，まちのシンϚルとし
て地域のһ象を特徴づける重要な拠点になります。新しい施設では，道北の中心都
市としての旭川らしい施設を目ඬとします。また，まちのシンϚルは，施設がある
だけでは実現できず，市民の活動があってこそのものです。様々な市民活動を演出
し，市民の出会いや交流の場として，Ѭ着のある施設を目指します。 

  

 

１）インクルーシブ：ࠅ昩や年ྺ，性พ，্害の有ໃなど様々なഐܢを持つあらゆる人々が，ҩいをめ合
い，共生していくことを目指す֕೨ 
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(6) アクセシϑリτΡ ̐） 

様々な場面で手がきやすく敷居のఁい施設とします。市民に十分な活動機会を
提供するとともに，適切な方๑でๅを発信することにより，୯もが気軽にໃ理な
く使いこなせる施設を目指します。また，日常的な利用のしやすさは，い͡という
時にもབられる施設になることにつながるため，新しい施設は，日常時はもちろん
のこと，災害時にも対応できる施設を目指します。 

 

(7) コスφϏϓΧーϜンス 

施設の整備に関わるイニシャルコストと運営に関わるランニングコストの適昌化
を図ることが重要です。ඇ用対効果を࠹大限に発ضできるマϋジメントが求められ
ます。一方で，ୱに効率のみを重視するだけでは，新たなຳྙやՃを創出するこ
とはできないことから，持続的なサービスの࣯の上を目指します。 

 

２）アクセシビリティ：全ての人々が，場所やサービス・ๅなどに؈ୱにアクセスし，それらを利用でき
るようにする֕೨ 

︵
Հ
স
︶
ช
Կ
ϙ
ổ
ϩ
の
خ
ຌ
ద
͵
ߡ
͓
๏

第
̑
章



35 

 

 

4.1 （Հস）文化ホールの施設概要 

(1) 施設ؽ能 

（仮称）新文化ホールは，第 3 হで͝ܟた基本理೨と基本的な役割を実現するた
めに，４つの基本的な機能ʴ鑑賞ʵɹ 活動ʵɹ 交流ʵɹ 発信ʵを備えます。 

 

̏.鑑賞 

道北地域における文化芸術活動の拠点として，旭川市民をはじめ多くの方が訪れ
文化芸術を能できる場をつくります。著名なアーティストや文化芸術体による
公演が開催されるなど，市民が豊かな感性や創ଆྙをًすることのできる機会を
創出します。また，文化芸術を鑑賞することに対する敷居の高さを取りい，市民
が気軽に文化芸術に触れられるようにすることで，࣏旻େの文化芸術活動のଇ進を
図ります。 

 

 著名なアーティストの公演から文化体の発表まで，様々な催しを柔軟にणけ入
れられるようにします。多様な演目に対応しつつも，音響設備については，演暊
ՊやパフΧーマーの方々が公演をむような性能を目指します。 

 

 芸術鑑賞への敷居の高さを取りいつつ，文化芸術に対する更なる興味をかき
立て，市民が文化芸術の୴い手として活༄できる機会を創出し，市民が日常的
に施設を訪れ気軽に文化芸術を鑑賞できる施設とします。 

 

 ಊ.̐

市民の自主性を高め，積極的なڢಉをଇします。市民の主体的な活動が気軽にで
きるよう，使い勝手の良い施設とするとともに，文化芸術に関するஎࣟや技術，ݺ
人や体をోڰしできる人ࡒを育てます。また，ॊཔの文化芸術にとどまらず多様
な活動をण容できる施設とすることで，市民の社会ࢂ加の機会提供をଇ進します。 

 

 創ࡠ意ཋをかき立て，市民の主体的な活動を後ԣしするような場所と設備を提
供します。大きな音を出したり，大人数で集まって練習したり，あらゆる旻େ
の創ࡠ活動の成果を気軽に発表したりするなど，幅広い活動を可能にし，市民
がގりを持って活動できる施設を目指します。 
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 ୯もがࢧいࢧいに自༟な活動を展開し，自分の居場所と感じられる施設を目指
します。発表会やࡠ品の展示といった活動はもとより，本をಣむ，หکする，
おしΎ΄りするなど，施設に滞在しながら行う活動も重視します。 

 

３.ިླྀ 

多様な交流を生み出し，市のຳྙや活ྙを高めることで，まちづくりに߫ݛでき
る場をつくります。ॊཔの文化芸術のにとらわれず文化を広くଌえる意ࣟを成
しながら，市内外の人々や活動の出会いを演出するとともに，まちのݱࣁやຳྙに
気づくことのできる施設とします。目的を持った交流の機会や場所を設けるととも
に，୯もが訪れたくなるようなܞいの場をつくることで，日常的な集いやࢧいがけ
ない出会いの場も重視します。 

 

 道北の中心として市外の人が訪れるコンベンション１）を開催できる機能を備
えます。周辺の自࣑体や関係機関との連携，市内のΆかの施設への波及効果を
積極的に晵うことで，交流人口のଁ加やまちの活性化にࣁする施設とします。 

 

 文化芸術に関心がある人だけでなく関心がない人でもらっと立ち寄って飲食
やおしΎ΄りができる，୯もが斿しみやすいスペースを設けることで，市民ಋ
 。が関わるきっかけを提供し，人々の交流をଇします࢞

  

１）コンベンション：特定の目的を持つ多くの人々が，その目的に関する活動を一定の場所に集まって行う 

こと。学会やദལ会，見本市などを指すことが多い。 
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̒.৶ 

（仮称）新文化ホールに関するๅの積極的な周எに加え，まちの文化や文化芸
術に関する人ࡒ，活動に関するๅ発信の拠点を目指します。求められるๅを効
率的にफ集し，適切なかたちで発信することで，文化芸術に関心がある市民だけで
なく，関心のない市民にもๅを提供できるڧを整えます。あらゆる旻େに関す
るๅ発信の拠点になることで，文化交流活動のட積を࣏旻େにつな͝ることがで
きます。 

 

をఽえるݩ旻େの子供たちをはじめ，市民に文化交流活動に関するஎࣟや経࣏ 
ための発信拠点とします。旭川市がこれまで成してきた文化交流のட積をܩ
টし，ऑい旻େの豊かな感性と創ଆ性を育むとともに，市民の積極的な活動が
広がっていくً点となることを目指します。 

 

 （仮称）新文化ホールのホームページや SNS など各種メディアを活用した公
演ๅ・イベントๅの発信や，施設を利用することが少ない市民にけたア
ウトリーο２）によって，୯もが文化芸術にࢂ加でき，新たな発見や出会いが
生まれやすくなることを目指します。 

  

２）アウトリーο：文化芸術の分野においては，様々な理༟で文化芸術に接する機会の少ない人々に対し
文化芸術を体ݩする機会を提供するとともに，その楽しさやجびをఽえていく活動 
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(2) 多ؽ能化のݗ౾ 

(1) で示した４つの施設機能の実現にけては，各機能の相乗効果が図られるよ
う，他の公共施設との連携や役割分୴のΆか，関係体との連携も必要になりま
す。旭川市民文化会館整備基本ߑ暐検討会では，多機能化について，コンベンショ
ン機能はもとより，ライブラリー機能や学習スペースなど様々なアイデアが出され
たところです。 

多機能化については，施設の諸室の配置や線などにもӪ響が生じることから，
基本ߑ暐で示した「鑑賞」，「活動」，「交流」，「発信」の機能が効果的に発ضできる
ことを目指し，多機能化の۫体的な内容や複合化については，ࠕ後策定する基本計
画で定めていきます（図 4-1）。 

 

 

(3) 施設ඍͶ͕͜Ζഓྂ事項 

(1) で示した４つの施設機能を基に，各諸室の基本的な方針や配慮が必要な点に
ついて示します。ここで͝ڏた配慮事ߴをಁまえ，基本計画では諸室数やその規
模，配置などを検討していきます。 

  

ਦ 4-1 多ؽ能化のݗ౾イϟーζ 
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1.鑑賞 

〇 ホール 

著名なアーティストによる公演ができるような音響性能を備え，コンベンション
での利用にも対応できる多目的なホールを目指します。幅広い文化芸術を鑑賞でき
るようにするとともに，現在行われている催しを尊重しつつ，道北エリアの中心的
役割を視野に入れ，多彩なジャンルのイベントも開催できるホールとします。あわ
せて，車椅子座席動線などのユニバーサルデザインに配慮するとともに，ホールの
積層化についても検討します。 

また，文化芸術活動を中心とした発表や練習，講演会やシンポジウムなどの集会
の場として，利用者自らがホールの使い方を創意工夫できるように幅広い用途に対
応するため，メインホール以外のホールを整備します。なお，ホールの規模につい
ては，公会堂の扱いも含め，基本計画の策定において，検討を進めます。 

 

〇 ホワイエ３） 

公演前の高揚感や公演後の余韻を感じることのできる居心地の良い雰囲気を重視
するとともに，公演がないときにも滞在できるような空間の工夫が求められます。 

 

〇 ギャラリー 

現旭川市民文化会館の展示室の使用内容を鑑みつつ，グループ展示会やコンベン
ション時の企業展示などの多様な展示内容に柔軟に対応できるようにするとととも
に，展示のしやすさをはじめ，動線や準備室を含めた搬出入時の使い勝手の良さに
も配慮します。また，他の機能や諸室との積極的な連携により，（仮称）新文化ホー
ルを訪れた人々が気軽に展示を鑑賞できるようにします。 

 

〇 楽屋 

公演前の練習に対応できるよう防音などの性能面に配慮します。楽屋利用者が公
演前にリラックスして過ごせるように居心地の良い空間とします。後述する活動室
を楽屋として利用することも含めて，ホールの規模に応じ面積や数を検討します。 

 

〇 バックヤード・搬出入口 

ホールとの高い接続性を持たせ，出演者や舞台技術者のスムーズな移動ができる
よう十分な動線空間を確保します。また，搬出入口は楽器や舞台備品の出し入れが
円滑に行えるように大型搬入車両の荷捌きスペースを充実させます。 

 

３）ホワイエ：フランス語で「だんらん」を意味し，社交や歓談の場として使われるとともに，公演前後 

の人流をスムーズにさばくための空間のこと。 
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 ಊ.2

〇 ಊ࣪ 

会٠室やスタジオ，リハーサル室など，様々なニーズに合わせて各種の市民活動
を実晞できる諸室です。適切な諸室の数と機能を備えるとともに，創ࡠ活動をはじ
め，文化芸術にとどまらない多様な活動も含めた市民の主体的な活動に対応できる
フレΫシブルな機能を検討します。また，コンベンションの開催に対応できるよう
諸室のߑ成や配置を工夫するとともに，市民の活気あれる活動の様子を施設全体
で共有できるように配慮します。 

 

 

3.ިླྀ 

〇 ڠ用スϘース 

άャラリー機能を設けるなどの工夫をすることで，市民が気軽に立ち寄ることの
できる空間とします。公演や催しがないときでも利用者の訪問をଇすよう，学習や
飲食が可能なスペースを設けるなど，市民にとって居心地の良い場をつくります。
また，マルシΥや企業展示などのイベントに対応できる広さを確保するとともに，
他の機能や諸室との連携もߡえます。 

 

〇 ΨーϕンスϘース̒） 

おおらかでຳྙあれるܞいの場として，市民にѬされる空間を創出します。共
用スペースとಋ様，他の機能や諸室との連携をߡえ，イベント開催時に一体的な利
用が可能となるように配慮します。 

 

〇 Ӂৱ施設 

ΩフΥなどの飲食施設は，市民が施設を訪れた際，用事のついでに利用できる機
能です。また，公演などに際して外部からのཔ訪者をもてなす場としても活用でき
ます。一方，公共施設の飲食施設については，سが多い機能であるものの，ࢋࡀ
性の面などで運営者の確保にۦ慮している事ྭも多いことをಁまえ，設置について
検討します。 

  

４）オープンスペース：敷地のうち建が建っていない空地で，広場などの滞留空間やิ行者用通路など 

の移動空間として整備された場所のこと。 
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4.৶ 

〇 事ແ࣪ 

（仮称）新文化ホールを管理・運営していくための諸室です。利用者とスタッフ
との関係をߑしやすいよう，ಉいているスタッフの様子が感じられるよう工夫す
るとともに，スタッフにとってのಉきやすさや居心地にも配慮し，円滑な施設運営
のために十分なスペースを確保します。 

 

〇 エンφランス 

特พな用事がない市民も気軽に立ち寄れる，オープンなエントランスとします。
また，エントランスから諸室の位置や関係性が一目で分かるような視性を有し，
各諸室までの高いアクセシビリティを持つ空間とします。 

 

 

5.その他 

〇 ளऄ場 

駐車場๑及び旭川市建における駐車施設の置等に関する条ྭにおける必要
台数の駐車場を整備するとともに車椅子使用者等の駐車場所を確保します。 

駐車場の整備については，建設場所に関わることから，基本計画の策定において
۫体的な検討を行います。 

 

 

(4) 施設のوໝ 

（仮称）新文化ホールについては，現在の旭川市民文化会館におけるホール座席
間ֶの狭さやトイレの足といったハード面の課題の解ভが必要であり，Ԉজ面積
としては，現在の旭川市民文化会館の規模より大きくなることが予暐されます。 

一方で，施設規模が大きくなると建設ඇはଁ加することから，本基本ߑ暐の施設
機能をಁまえ，基本計画において，ホールの席数や規模のΆか，効果的な各諸室の
配置などについて，十分な検討を行います。 
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4.2 （Հস）文化ホールの建設地 

(1) 市༙地３所Νྭͳͪ͢敷地ͶܐΖ要ોのർֳ 

（仮称）新文化ホールの建設場所について，敷地の面で必要となる要晼を検討す
るため，令和４年ౕ（2022 年ౕ）に開催した「旭川市民文化会館の在り方検討会」
及び令和̓年ౕ（2023 年ౕ）に開催した「旭川市民文化会館整備基本ߑ暐検討会」
において，ࢂ加者から発ݶがあった市有地３所についてྭ示し，それͩれの敷地が
持つ要晼をർֳしました（図 4-2，表 4-1）。 

 

〇 旧総合庁舎跡地 

旭川市６条通９丁目に位置しており，地下の７条駐車場を解体し，その地上部分
まで使用した場合の敷地面積は約 12,000 ᶹです。 

中心市街地であるため，効率的な公共サービスの提供が可能であり，市内各所か
ら市民が気軽に立ち寄れる場所となっています。７条緑道を通じて常磐公園など文
化芸術エリアと隣接しており，連携した活動が可能です。また，コンベンション対
応ホテルからのアクセスも良く，ホテルと連携した様々な活動も可能となっていま
す。バス通りである幹線道路に面しており，旭川駅や市内各所からのアクセス性は
高いです。この場所を選定した場合，旭川市役所の総合庁舎の市民駐車場の扱いに
ついて検討が必要になります。 

 

〇 大雪クリスタルホール多目的広場 

旭川市神楽４条̖丁目に位置しており，敷地面積は 9,887 ᶹです。 

大雪クリスタルホールに隣接した敷地であることから，文化芸術活動に特徴のあ
るエリアを形成することができます。ಋ一エリア内で効率的なサービスを提供する
ことができるΆか，周辺の自然ڧと合わせてより豊かな芸術鑑賞が可能となりま
すが，日常的な利用やついで利用が難しくなるおそれがあります。 

大雪クリスタルホールや大雪アリーナと連携することで，大規模イベントも十分
開催できますが，コンベンションに対応可能なホテルからは遠いため，催事の前後
も暐定した場合，移動手段の確保が必要となります。 

幹線道路に面しており，アクセス性は高いですが，バスの路線数が少ないことに
加え，周辺施設（大雪クリスタルホールや大雪アリーナなど）とイベントの開催が
重複した場合，周辺に民間駐車場がΆとんどないため，渋滞発生等のリスクが高い
などのݔ೨点があります。 

また，洪水ハザードマップでは，敷地の半分以上が 3.0m 以上 5.0m 未満の浸水の
可能性があるエリアとなっています。 

 

〇 常磐公園内 

常磐公園と連携したユニークな文化芸術活動が期待でき，公園内で活動が完結で
きる一方，周辺への波及効果や利用者の多様性が期待しづらいڧとなります。 
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文化芸術活動に関する機能を集約することで，エリア内で効率的なサービスを提
供することができるΆか，周辺の自然ڧと合わせてより豊かな芸術鑑賞が可能と
なりますが，日常的な利用やついで利用が難しくなるおそれがあります。旭川駅や
コンベンション対応ホテルから遠いため，多数の会場が必要となる大規模イベント
の開催や，イベント前後の移動が難しくなっています。また，公会堂・旧川のおも
しろ館敷地の場合，土地の面積がやや狭く，縦長の敷地であるため，施設の建設に
工夫が必要となります。前面道路の幅員が狭い，駐車場の確保策の検討が必要であ
るなどアクセス面での課題もあります。 

また，洪水ハザードマップでは，敷地全体が 0.5m 以上 3.0m 未満の浸水の可能性
があるエリアとなっています。 

 

(2) 敷地ͶٽΌΔΗΖ要ોͶͯいͱ 

(1) に示した３所をർֳ検討した結果，敷地に求められる要晼として，以下の
点についてߡ慮する必要があります。 

，後策定する基本計画においては，施設整備計画（μーニング，諸室の配置等）ࠕ
立地計画（配置・アプローο等）を検討することになるため，基本計画策定の暖い
時期には，建設地を決めることが必要です。 

 

〇 敷地の安全性 

 施設の建設に当たって，洪水ハザードマップの浸水可能性については，ߡ慮する
必要がある。 

 

〇 搬入経࿑の֮ฯ 

施設に面する道路が一定の幅を有していない場合，大型車両の進入や取りյし等
にࠖ難が生じ，主催者ଈの施設利用に্ࢩをཔすおそれがある。 

 

〇 ளऄ場の֮ฯ 

施設晃用の駐車場がなくとも，周辺に一定の駐車場があれば充足可能な場合もあ
るが，ྪࣇ機能を持った施設が近隣にある場合，イベント等が重複した場合に備え
る必要があるため，必要なΫャパシティが大になる。 

 

〇 公ިڠ௪の֮ฯ 

接続するバスの路線等が限られる場合，地域によってアクセスのしやすさに大き
なࠫが生じてしまうおそれがある。 

 

〇 広域的なμーωンή 

࠱めてしまうと，利用が一部の特定の人々に限られ，ถݽした機能で一ଵをࣇྪ
的なڧとなってしまうおそれがある。 
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ਦ 4-2 広域ཱི地ਦ 

Ӫの空中ࣺ斸（2014ࡳ土地理Ӆࠅ） 年ࡳӪ）にຎྭ及び施設名等を௧ىしてࡎܟ） 
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  表 4-1 ͞ΗまͲの会٠Ͳқ͍ͪͮ͗ݡ敷地のർֳ 

（敷地ߦ空ࣺ斸の出ఱ：ࠅ土地理ӅࡳӪの空中ࣺ斸（2014 年ࡳӪ）） 

項目 旧総合庁舎跡地 大雪クリスタルホール多目的広場

敷地航空写真

位置（所在地） 6条通9丁目 神楽4条8丁目
概算敷地面積（㎡） 12,000 9,887

用途地域（容積率・
建ぺい率）

商業地域(400％,80％) 第二種住居地域(200％,60％)

最大建設可能な延床
面積（㎡）

48,000 19,774

最大建設可能な建築
面積（㎡） 9,600 5,932

まちづくり

・中心市街地に位置し,効率的な公共サービスの提供や,周辺の民
間事業者への波及効果が期待できる
・市内各所からアクセスしやすい場所に,市民が気軽に立ち寄り
滞留可能な居場所を形成できる

・文化芸術活動に特徴のあるエリアを市内に形成することがで
き,市内外へ拠点を分かりやすく示すことができる
・オープンスペースであるクリスタルパークと連携して文化芸
術活動に適したエリアを創出しやすい

文化芸術

・7条緑道を通じて常磐公園等の文化芸術エリアと近接してお
り,連携した活動が可能
・市庁舎と隣接しており,日常的な利用やついで利用など,市民が
気軽に立ち寄ることで,芸術文化に触れるきっかけづくりが期待
できる

・文化芸術に関わる機能を集約・集積することで,エリア内で効
率的なサービスを提供することができる
・豊かな自然を有する屋外空間が付近にあり,文化芸術を鑑賞す
る前後の気持ちを高めることができる
・文化芸術に関心が高い人にとって居心地の良い空間である一
方,日常的な利用やついで利用が難しくなるおそれがある

道北の中心施設
（コンベンションの

視点）

・多数の会場が必要になる大規模イベント等の開催時,コンベン
ションに対応可能なホテルからいずれも近く,ホテルと連携する
ことで様々なイベントが開催可能
・イベント前後の移動がしやすい

・多数の会場が必要になる大規模イベント等の開催時,近接する
大雪クリスタルホールや大雪アリーナと連携することで,十分な
会場を確保可能
・コンベンションに対応可能なホテルからは遠く,イベント前後
の移動手段の確保が必要

土地の広さ・形状

・一定の面積を有しており,土地の形状的に施設の建設に問題は
ない（7条駐車場の敷地を含めて活用した場合）
・一定の面積を有する搬出入スペースの確保が可能

・土地の形状的に問題はないが,土地の面積がやや狭い
・一定の面積を有する搬出入スペースの確保が可能

利用者のアクセス性

・幹線道路に面しており,アクセス性が高い
・バスの本数や市内各方面への移動経路が充実したバス停に近
接しており,乗換えせずに移動可能な地域が多い
・駐車場の確保策検討は必要であるが,周辺に民間駐車場が多く
存在する

・幹線道路に面しており,アクセス性が高い
・バス停に近接しているが,路線数が限られており,乗換えが必要
となる地域が多い
・大雪クリスタルホールや大雪アリーナとイベントが重なる際
に備えて相当の駐車場台数が必要となるが,周辺に民間駐車場が
ないことに加え,渋滞発生等のおそれがある

敷地の安全性
・危険性は特になく,また,災害時における避難・救護活動のため
の敷地の確保が見込める

・洪水ハザードマップ上,敷地の半分以上が3.0ｍ以上5.0ｍ未満
の浸水の可能性があるエリアとなっている

その他
・旧総合庁舎跡地は駐車場として活用する予定であること,7条
駐車場の解体が必要であることから,一時的に新庁舎の市民駐車
場の台数が減ることになる

・大雪クリスタルホール,大雪アリーナ等の臨時駐車場として使
用されている。周辺施設のイベントによっては当該多目的広場
も含め,駐車場として利用されることも多い
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  常磐公園内 現旭川市民文化会館

常磐公園 7条9丁目
― 11,441

第二種住居地域(200％,60％) 商業地域(400％,80％)

― 45,764（現12,034）

― 9,153（現6,101）

・独立したオープンスペースである常磐公園と連携したユニー
クな文化芸術活動ができるエリアを創出しやすい
・常磐公園で機能や活動が完結できるものの,周辺への波及効果
や利用者の多様性が期待しづらい

―

・文化芸術に関わる機能を集約・集積することで,エリア内で効
率的なサービスを提供することができる
・豊かな自然を有する屋外空間に面しており,文化芸術を鑑賞す
る前後の気持ちを高めることができる
・文化芸術に関心が高い人にとって居心地の良い空間である一
方,日常的な利用やついで利用が難しくなるおそれがある

―

・旭川駅や,一部を除きコンベンション対応ホテルからやや距離
があり,多数の会場が必要になる大規模イベント等の開催や,イベ
ント前後の移動がしづらい ―

・公会堂・旧川のおもしろ館敷地の場合,土地の面積がやや狭く,
縦長の敷地であるため,施設の建設に工夫が必要
・公会堂・旧川のおもしろ館敷地の場合は,搬出入経路及びス
ペースの確保に課題がある

―

・公会堂・旧川のおもしろ館敷地の場合,幅員が狭い道路のみの
接道のため,貸切バスなど大型車両の乗入・乗降がしづらいこと
に加え,渋滞発生等のおそれがある
・バス停にやや近いが,移動先の地域によっては乗換えが必要
・駐車場の確保策の検討が必要であり,周辺に民間駐車場も少な
い

―

・洪水ハザードマップ上,敷地全体が0.5ｍ以上3.0m未満の浸水
の可能性があるエリアとなっている ―

・公会堂・旧川のおもしろ館敷地の場合,既存施設の解体が必要
である ―
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4.3 （Հস）文化ホールඍ事業 

(1) 事業ඇの͓ߡ๏
施設設備にかかる経ඇとして，人口及びホール座席数がྪࣇする近年整備された

公立文化施設の事ྭをࠬしたところ，１ᶹ当たりの建設ୱՃは約 75 ຬ円から約
103 ຬ円まで幅があります（表 4-2）。施設の整備に際してはࠕ後の経ࡃ状ڱをߡ慮
し，ࡒࣁや建設ඇの高ಇ化を鑑みる必要があります。 

施設建設ඇは，࿓ಉ者足をはじめ，円҈や೫ྋඇの上͝によるࡒࣁの高ಇな
どをഐܢに近年大幅な上তܑにあり，令和６年（2024 年）4 月からは建設業ֆに
おいてもಉき方րַが適用されるため，ࠕ後も上তが見込まれます。このため，施
設建設ඇについては，ࠅなどの交付ۜ・ึঁۜのΆか，民間ۜࣁなどのݱࡔ確保の
検討を行い，施設建設ඇに係る市のݱࡔのෝ୴軽減に積極的にめるとともに，গ
པ的なࡔ昆ෝ୴をߡ慮して検討を進めることが必要です。 

ː建設ඇであるため，総事業ඇはֻۜࡎىよりもଁ加することが見込まれます。 

工期 施設名 
人口 

（人） 

Ԉজ面積 

（ᶹ） 

建設ඇ 

（Ա円） 

平ธୱՃ 

（ຬ円） 

座席数 

（席） 

H30.10～R3.5 ທ方市総合文化芸術センター 395,300 14,384 116 80.6 1,460 

R1.7 ～R4.5 あきた芸術ܸ場 300,257 22,653 233 102.9 2,007 

R1.10 ～R4.8 高௮公園芸術文化ܸ場 348,020 17,261 130 75.3 1,497 

R2.4 ～R4.10 水戸市民会館 269,196 21,809 185 84.8 2,000 

ˠ人口は R5.4.1（高௮市のみ R5.3.31）付けデータ 

(2) ඍघ๑
施設の建設に関する整備手๑は，大きく分けて，市が接発する方๑と，民間

のۜࣁ，経営能ྙ及び技術的な能ྙを活用する民間ۜࣁ等活用事業（PFI：Private 

Finance Initiative）があります。ࠕ後の検討ではそれͩれの効果と課題をߡ慮した
上で，公共施設の適切な整備と運用をߡえて整備手๑を選定する必要があります。 

〇 ં（࣑ࣙରͶΓΖۜࣁୣ） 

旭川市が接発する場合は，ॊཔ方ࣞである設計・施工分離方ࣞだけでなく，
近年，公共事業にも入が進みつつある，設計・施工一ׇ方ࣞである DB（デザイン
ビルド）方ࣞについても検討します。 

公共事業においては，以前から公昌性とಃ明性を確保するために，設計と施工と
をพ々の企業とܘ約する設計・施工分離方ࣞが取られています。これは「設計・施
工分離のݬଉ（দ和 34 年事ແׯ࣏通ୣによる）」という方針に基づき，設計・施工
事業者のڟ暝を通じてコストをࡡ減することが可能ですが，設計と施工との連携に
ついて，検討が必要です。 

表 4-2 ۛ೧ඍさΗͪಋوໝྪࣇ施設の概要 
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近年では，設計と施工とを一体で行う事業者（ୱ独または共ಋ事業体）を選 DB 

方ࣞがࡀ用されるίースがଁえています。この方ࣞでは，民間企業の先進技術を利
用してコストࡡ減，性能や機能のր晦，工期のक़など，施工の効率化が可能で
す。これにより，公共事業のより効率的な実施が期待されます。 

平成 17 年（2005 年）に「公共工事の品࣯確保のଇ進に関する๑ཱ」が施行さ
れ，「発者の求める工事内容を実現するための施工上の提案やߑଆの品࣯の上
を図るための高ౕな技術提案を求める場合には，ྭえば，設計・施工一ׇ発方ࣞ
（デザインビルド方ࣞ）等により， 工事目的自体についての提案をめるなど提
案囲の֨大にめるものとする。」とされており，この方๑は全ࠅでଁ加ܑにあ
ります。ただし，発者の求める性能や様を確保するためには，ण者との関係
をߑし，設計と施工の視機能を保持することが重要です。 

 

〇 PFI（民ؔͶΓΖۜࣁୣ） 

旭川市では，PFI の適切な運用と推進を目的に「旭川市 PFI 活用指針」を策定し
ており，整備手๑として，PFI（民間ۜࣁ活用事業）の活用も検討が必要です。 

PFI は，施設の設計，建設，ң持管理，運営，ۜࣁୣを民間企業が一ׇで行う
手๑です。この方๑は，長期にわたる事業の҈定性が必要なため，公共機関，民間
事業者，そしてۜ༧機関の؏点からも検討が求められます。PFI は，自࣑体が通常
ෝ୴する公共施設のリスク（施設の問題や大規模౦ࣁの変動，サービス品࣯のఁ下な
ど）を減らすことを目的としています。 

۫体的な事業方ࣞとして，民間企業が施設を建設し，一定期間，ң持管理と運営
を行い，事業श྅後に公共へ所有ݘを移転する，BOT（Build Operate Transfer）方
ࣞと，民間事業者が施設を建設後，施設の所有ݘを公共ଈへ移転し，民間事業者が
ң持管理と運営を行う，BTO（Build Transfer Operate）方ࣞが͝ڏられます。 

PFI 事業の入を検討する際には，民間の創意やノウハウを反映した効率的かつ
効果的なサービス提供が期待される方ࣞなど，民間のྙを活用する方๑を検討し，
整備手๑を決定することが重要です。 

接発と PFI 入にはそれͩれ検討す΄き課題がありますが，ࠕ後，旭川市に
おける状ڱもಁまえ，ࡔ昆ෝ୴の軽減とݱࡔ確保を目指して整備手๑を選するこ
とが必要です。 
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5.1 ؇ཀྵӣӨ๏๑のخຌ的な͓ߡ๏ 

（仮称）新文化ホールが文化交流活動の拠点として機能するためには，管理運営
の在り方は重要な要晼です。 

公の施設を管理運営する方๑としては，設置者である市が接管理運営を行う
「営」と，「指定管理者」など，民間事業者が管理運営するׯ民連携手๑がありま
す。 

現在の旭川市民文化会館は「営」の施設ですが，利用者対応などの暠口業ແや
晃的技術が必要な舞台設備暕ࡠ業ແをはじめ，昍暒，ܱ備，設備の保ग点検など
多くの業ແを委しており，民間事業者と連携・ྙڢしながら施設の管理運営を行
っています。 

また，管理運営方๑は，整備手๑と関連がکいものです。ྭえば，第 4 হでࡎى
している民間ۜࣁ等活用事業（PFI：Private Finance Initiative）の場合， PFI 事業
を行う特พ目的会社（SPC）が管理運営を୴うことになります。 

また，PFI 事業における管理運営手๑には，コンセッション方ࣞとして，利用ྋ
ۜの徴फを行う公共施設について，施設の所有ݘを公共主体が有したまま，施設の
運営ݘを民間事業者に設定する方๑もあります。 

文化ホールの主な管理運営業ແについては，表 5-1 のとおりですが，整備手๑の
検討とญせて，基本ߑ暐で͝ܟる基本理೨の実現にけて，ɹ 鑑賞ʵɹ 活動ʵɹ 交流ʵ
ʴ発信ʵの４つの基本的な機能を効果的に発ضするためにさわしい管理運営主体
の在り方を検討します。 

 

表 5-1 文化ホールのकな؇ཀྵӣӨ業ແ 

 目 業ແ֕要ߴ

自主事業 各種事業の企画・昀ࡠ・実施 

貸館事業 ホールやその他諸室の使用斶昘ण付，貸出管理 

市民・利用者対応 
施設利用の相談，催事等開催のアドバイス，人ࡒ育
成・コーディϋート 

広ๅ時ఽ ホームページ等での広ๅ，οίットജ管理 

舞台設備等暕ࡠ管理 舞台機ߑ・ল明・音響設備の暕ࡠ・管理 

ң持管理 施設・設備のң持管理・保ग点検，昍暒，ܱ備など 
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6.1  のスίζϣールޛࠕ

令和７年ౕ（2025 年ౕ）を目ॴに，２か年で基本計画の策定に取り組みます。 

基本計画とは，本基本ߑ暐をಁまえ，۫体的な施設規模や施設計画，立地計画の
Άか，施設開設後の事業内容などの整理を行うものです。 

施設の整備に当たっては，基本計画の策定に加え，施設の整備手๑や管理運営手
๑の検討も必要になり，設計や建設工事期間を見込むと，現状では，࠹で令和 13

年ౕ（2031 年ౕ）の開設を暐定していますが，整備内容によって事業者の選定や設
計，工事等のスίジϣールが変わってくるΆか，大規模施設の建設事業のため，他
の公共事業との整も必要になることから，開設時期も含めたスίジϣールは，ࠕ
後変更になる可能性があります。 

6.2 市民қݡのखり入Η 

(1) ๅの৶
（仮称）新文化ホールの整備にけた検討内容や事業の進ṁ状ڱは，旨時旭川

市のホームページなどで広く市民におஎらせします。 

（仮称）新文化ホールに対する市民の関心や期待が高まるような取組を目指
し，積極的にๅを発信していきます。 

(2) 市民қݡのख
基本計画の策定においても，学ࣟ経ݩ者やホール利用体の関係者，公募市民等

がࢂ加する検討会の組みをң持し，検討を進めていきます。 

また，事業の進ṁに応じた昹明会の開催やパブリックコメントなどを通じ，ࠕ後
も市民の意見をѴし，基本計画に取り入れていきます。 

6.3  ͱ͜ఈͶࡨժのܯຌخ

基本計画の策定に当たっては，本基本ߑ暐を検討のΪイドラインとして，基本
暐で示した基本理೨や役割に基づき，機能ごとのニーズをѴし，必要な諸室ߑ
を昑ࠬした上で，諸室の面積，設備のΆか，配置や動線など多زにわたり検討を
斵めていきます。 
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近年，公共のホールは公演機能だけではなく，市民の創ଆ活動の場としての機能
が求められています。高機能な設備を備えた晃用ホールに加え，市民が主体的に文
化活動に取り組める工夫や，日常的に利用できる居場所づくりなど，自࣑体のニー
ズに合わせた機能を持った施設が整備されています。 

ここでは，先進的な取組として３つの施設を取り上͝，ࠕ後の本市における（仮
称）新文化ホールの۫体的な施設機能や配置等を検討するためのߡࢂとします。 

● ３ͯの事ྭ
(1) ਭރ市民会館

ʁまちの性化のͪΌのೖ常的なシンϚル
(2) ທ๏市総合文化芸術センター

ʁैࣰͪ͢バックヤードͳ多࠾なࣙक事業ͶΓΖ文化芸術施設
(3) ༟利ຌ市文化ިླྀ館ΩξーϪ

ʁまちづくりͶ߫ͤݛΖΨンリーワンの公ڠ施設
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（1）ਭރ市民会館ʁまちの性化のͪΌのೖ常的なシンϚル

● ๅેخ
水戸市人口 ： 269,196 人（令和 5 年（2023 年）4 月１日現在） 

所在  ： Ἔݟ水戸市泉町１丁目７൬１ߺ 

主要用途 ： ܸ場 

敷地面積 ： 8,284.95 ᶹ 

建面積 ： 6,952.37 ᶹ 

Ԉজ面積 ： 21,808.04 ᶹ 

階数  ： 地上４階，地下２階 

総事業ඇ ： 192 Ա 4,000 ຬ円
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ഓ置ਦٶ;̏ฑ面ਦ 
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● 事業の概要 

水戸市民会館（以下「市民会館」という。）は，平成 23 年（2011 年）東日本大震
災により被災した旧市民会館の移転建替えに伴い計画された複合文化施設です。中心
市街地の活性化を目指し，現在の敷地に整備されました。隣接する水戸芸術館と連携
した文化芸術の発信や，周辺に点在する民間駐車場の活用など，中心市街地の一体的
な利用による地域活性化の拠点として整備されています。また，公演がない日でも日
常的に利用できる施設とするため，ホール機能以外にもラウンジやロビーなど，市民
のサードプレイス１）となりうる場の整備が積極的に行われていることも特徴の一つで
す。 

主な事業経緯としては，被災後，以前から市街地再開発事業の検討が進められて
いた中心市街地の泉町１丁目に市民会館を建て替えることが決定し，基本計画を策
定した後，公募市民を含めたワークショップを開催するなど検討を重ね，事業推進
計画が策定されました。建設工事に係る事業者の選定に際しては，大企業のノウハ
ウを活用するとともに地元企業の育成を図るため，提案を行う事業組織体の中に地
元企業を含むことを条件の一つとしました。管理運営は，新たに興行事業（ロック
やポップスのライブ等）のノウハウを持った指定管理者をプロポーザルにより選定
しました。設計段階においても，市民を対象としたワークショップが行われ，市民
意見を反映する形で一部設計内容を変更する対応も取られています（表 1-1）。 

 

 

 

年月 経緯 

平成 25 年（2013 年）12 月 市民会館移転建替え方針表明 

平成 27 年（2015 年）3 月 水戸市新たな市民会館整備基本計画策定 

平成 27 年（2015 年）8～10 月 市民ワークショップ 

平成 27 年（2015 年）12 月 

～平成 28 年（2016 年）3 月 

公募型プロポーザルにより設計者選定 

平成 28 年（2016 年）７月 市街地再開発事業に係る都市計画決定 

平成 29 年（2017 年）3 月 水戸市新市民会館事業推進計画策定 

平成 30 年（2018 年）1 月 基本設計 

令 和 元 年（2019 年）8 月 実施設計 

令 和 ２ 年（2020 年）４月 建設着工 

令 和 ３ 年（2021 年）12 月 指定管理者をプロポーザルにより選定 

令 和 ４ 年（2022 年）10 月 しゅん工 

令和 5 年（2023 年）7 月 開館 

表 1-1 事業経緯 

１）サードプレイス：自宅や学校，職場とは異なる，心地よく過ごせる「第 3 の場所」のこと。ゆったりと 

リラックスでき，自ら足を運びたくなるような場所とされている。 
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● ೖ常的な市民のܞいの場ͶなΖホワイエ
市民会館では，開館時間中に自༟にラウンジやロビーを利用できるΆか，公演が

ない日にホワイエを一ൢ開๎することで，市民が気軽に立ち寄り滞在できる場とし
ています。飲食やリϠートワークなどができるように，ベンοやΩウンターが設置
されており，市民の日常的な利用をଇしています。周辺のお店でテイクアウトした
飲をฤ手に談する市民のࢡや，特に༨方以降は学校शわりに立ち寄る学生のࢡ
も多く見られます。また，テラスを設置したり，隣接する水戸芸術館にけた大き
な暠を設けたりと，屋外のຳྙも取り入れた空間ߑ成がなされています。 

日常的に幅広い旻େの市民に利用されるホワイエですが，ホール使用時はホール
の利用者以外が入れないようにۢ分することができ，フレΫシブルな利用が可能な
施設となっています。 

ೖ常的Ͷ利用さΗΖホワイエ 

先
進
事
例︵
施
設
︶の
状
況︵
視
察
結
果
︶

資
料
編



56

● 民ؔのഀްٶՎ
市民会館では，水戸市内の駐車場がଁ加ܑにあること，駐車ྋۜが҈Ճである

ことから，晃用駐車場を設置せず，周辺に点在する民間駐車場の利用をଇしていま
す。そうすることで，敷地全てを活動の場にするとともに，地域経ࡃの活性化にも
寄༫しています。 

市民会館は隣接する水戸芸術館，ښ成ඨա店とともに「MitoriO」というエリアѬ
称でݼばれており，地ۢ全体の活性化を図る様々な取組を行っています。ྭえば，
指定管理者が MitoriO 地ۢ周辺のグルメマップをࡠ成し，公演前後の時間で周辺飲
食店のついで利用をଇしています。また，市民会館では，ඔ術や演ܸのワークショ
ップなど，幅広い催事をणけ入れ，文化の旷野を広͝る役割を୴っているのに対
し，水戸芸術館では，基本的に所する学芸員が企画する自主文化事業及び共催事
業のみを開催しており，両施設がޕいにึ完し合う形で文化発信に取り組んでいま
す。 

なお，現在，市民会館内には飲食機能が設置されていませんが，上空通路で接続
しているښ成ඨա店内のΩフΥが利用されるίースが多く見られ，展示会などのイ
ベント時には，ࢂ加者にΩフΥの利用をשめるなど，近隣施設の一体的な利用をଇ
す取組も行われています。 

MitoriO のイベンφなʹΝ৶ͤΖエンφランス広場 
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● Ͷ͙ΚいΝͯな͛シンϚルͳ͢ͱのΏ͛Δ広場
や͛ら広場は，大இ面のଳՒ集成ࡒ「೫エンウッド」による組みが特徴的な空

間です。ళҬ高約 19m，約 500 人फ容可能で，電ݱを暪備したグリッドバトンなど
が設置されており，様々なイベントで利用することができます。地域で活༄するア
ーティストが演暊する「や͛らコンサート」など，ໃྋでࢂ加できる催しも行い，
市民が文化に触れる機会を積極的に発信しています。 

旚きൊけをղしてや͛ら広場とつながる階段状のラウンジάャラリーやこどもά
ャラリーは，市民のサードプレイスとなっています。ラウンジάャラリーにはॽ୪
やطが配置されており，気軽にಣॽやหکができる空間となっています。こどもά
ャラリーはۼを୦いで利用できる子供のための༣び空間となっていますが，中学生
が工ࡠのために利用するなど，用途を限定しないことで，様々な使われ方をしてい
ます。 

͘ൊ͜Ͳͯな͗ΖΏ͛Δ広場ͳラΤンζギャラリー 

先
進
事
例︵
施
設
︶の
状
況︵
視
察
結
果
︶

資
料
編



58 

 

（̐）ທ๏市総合文化芸術センターʁ 

ैࣰͪ͢バックヤードͳ多࠾なࣙक事業ͶΓΖ文化芸術施設 

 

 

 

 

 

 ๅેخ ●

ທ方市人口 ： 395,300 人（令和 5 年（2023 年）4 月 1 日現在） 

所在  ： 大ࡗැທ方市新町 2-1-60（本館） 

主要用途 ： ܸ場 

敷地面積 ： 13,146.62 ᶹ 

建面積 ：  6,906.76 ᶹ 

Ԉজ面積 ： 14,383.75 ᶹ 

階数  ： 地上 5 階，地下 1 階，屋 1 階 

総事業ඇ ： 118 Ա 6,996 ຬ円 
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● 事業の概要 

ທ方市総合文化芸術センター（以下「文化芸術センター」という。）は，施設利用
者にとって分かりやすい諸室のߑ成や公演者が使いやすい充実したバックϢード等
のハード面と，積極的な自主事業を開催し多くの市民をݼび込むλフト面の取組が
特徴です。市民の意見をซきながら検討を重ねたため，敷地は広くなくても，使い
勝手の良い施設となっています。 

ທ方市周辺にも多くのホールが存在しており，大ホールの席数は，2,000 席だと集
が見込めないこと，またٮ 1,200 席では興行的に成立しにくく公演数が減少してし
まうという理༟から，約 1,500 席となっています。公演にあわせて 1 階席のみ，約
800 席で使用することも可能です。 

主な事業経緯としては，ທ方市駅周辺の再整備において旧市民会館を建替え，文
化芸術の拠点を整備する計画が検討され，庁舎やホテル，商業施設との合など幅
広い検討を行いました。しかし，施設周辺には住宅が少ないこと，敷地に近接する
Ց川により人流がअられてしまい，対؝からの集ٮが見込めないことなどから，ऩ
要を見込むことが難しいとஇされたため合は見暬られることとなりました。そ
の後，ୱ独施設として整備するよう計画を見し，総合文化施設整備計画を策定，
公募型プロポーザルにより設計者を選定しました。管理運営は，自主事業を年間
100 事業以上行うことなど積極的な事業展開を要件としてプロポーザルを行い，指
定管理者を選定しました（表 1-2）。 

 

 

年月 経緯 

平 成 ４ 年（1992 年）３月 庁舎周辺整備特พ委員会の設置 

平 成 ̓ 年（1993 年）９月 市民会館の在り方に関して提ݶ 

平成 18 年（2006 年）６月 事業用地を取ಚ 

平成 24 年（2012 年）12 月 総合文化施設整備計画（案）策定に着手 

平成 26 年（2014 年）６月 総合文化施設整備計画策定 

平成 27 年（2015 年）２月 公募型プロポーザルにより設計者選定 

平成 27 年（2015 年）３月 

～平成 29 年（2017 年）5 月 

基本設計 

平成 29 年（2017 年）６月 施設運営基本方針策定 

平成 29 年（2017 年）6 月 

～平成 30 年（2018 年）３月 

実施設計 

平成 30 年（2018 年）10 月 建設着工 

令 和 ２ 年（2020 年）̓月 指定管理者をプロポーザルにより選定 

令 和 ３ 年（2021 年）４月 しゅん工 

令 和 ３ 年（2021 年）９月 開館 

表 1-̐ 事業経緯 
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● 公ԍ者目તͲ࢘いΏͤいैࣰͪ͢バックヤード 

文化芸術センターでは，鑑賞者目線での使いやすさに加え，バックϢードも充実
しており，公演者の目線でも使いやすい施設設計が行われています。 

۫体的には，大ホール，ঘホール共通の搬出入口が広く確保されているΆか，イ
ベントホール及びඔ術άャラリーにもそれͩれݺพの搬出入口が整備されていま
す。ホールの搬出入口に関しては，面積が広いことから他の用途でも活用されてお
り，レントΰン車を設置した݊߃旀இも開催されています。 

また，通常の楽屋に加えて，その他の諸室を楽屋として利用できる工夫もなされ
ています。創ࡠ活動室は，大ホールとঘホールの間に，楽屋と隣接して配置されて
おり，バックϢードにつながる出入口も設けられていることから，楽屋として使用
した際，スムーズに舞台ଈへ移動することが可能となっています。 

 

 

 

  

スϘース͗広く֮ฯさΗͪ搬出入口 
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 Ζυδイン͓ݡΨーϕンͶ͗ࢢಊの༹ ●

文化芸術センターは，施設を訪れた際に，活動の様子が感じられる施設になって
います。 

建には１階と２階からアクセスすることが可能であり，大きな旚ൊけの 2 層ߑ
成のエントランスロビーを中心に，各ホールやඔ術άャラリーなどの諸室が配置さ
れています。このような諸室配置によって，エントランスロビーから主要諸室を見
ోすことができ，展示やイベントなどを֠間見ることができます。 

また，各諸室はエントランスロビーと開口部等でつながっています。ホワイエは
全面Ϊラスで切られており，イベントホールやඔ術άャラリーは 2 階部分に大き
な開口部が設けられています。これらのオープンなデザインにより，施設全体とし
て見通しがよく，様々な活動の様子が感じやすくなります。なお，各諸室とエント
ランスロビーの間の開口部は，使い方に合わせてΩーテン等で視線をअることがで
きるよう配慮されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

̏ͳ͖̐ΔアクセスͲ͘Ζエンφランスϫϑー 
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● ೧ؔ 100 ຌのࣙक事業ͶΓΖ文化芸術৾ڷͳͶ͙Κいの出 

文化芸術センターでは，貸館事業に加え自主事業にも積極的に取り組んでいま
す。年間 100 事業以上の自主事業を展開しており，ࢋࡀ性が高くなくても，より多
くの市民が文化芸術に触れる機会を創出できるよう，様々なジャンルの事業を実施
しています。こうした事業展開が可能となっているのは，ທ方市が文化振興事業に
ྙしており，ܩ続的に市の予ࢋが確保されていることが大きくӪ響しています。 

また，ඔ術άャラリーでは，市民の展示活動をໃྋで鑑賞できる機会を設けてい
るΆか，周辺飲食店の利用につながるよう，ランοタイムコンサートを開催するな
ど，多くの人々が文化芸術センターを訪れ，文化芸術に斿しむ機会を設けるととも
に，周辺も含めたに͙わいの創出につながるような取組を行っています。こうした
取組が実を結び，年間利用者数は目ඬに設定していた 30 ຬ人を大きくえ，約 40

ຬ人にୣしています。 

 

 

 

 

イベンφͲͶ͙Κ͑施設の༹ࢢ 
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（３）༟利ຌ市文化ިླྀ館ʰΩξーϪ ʁɦまちづくりͶ߫ͤݛΖΨンリーワンの公ڠ施設 

● ๅેخ
༟利本暦市人口 ： 72,278 人（令和 5 年（2023 年）３月 31 日現在） 

所在  ： वీݟ༟利本暦市東町 15 

主要用途 ： ܸ場，図ॽ館 

敷地面積 ： 15,596 ᶹ 

建面積 ： 6,754.92 ᶹ 

Ԉজ面積 ： 11,750.50 ᶹ 

階数  ： 地上 3 階，地下 1 階 

総事業ඇ ： 81 Ա 7,864 ຬ円 
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ഓ置ਦٶ;̏ฑ面ਦ 
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● 事業の概要
༟利本暦市文化交流館「Ωξーレ」（以下「Ωξーレ」という。）は，Ӎ後本暦駅 

前に立地していたබӅ跡地の再開発として整備が進められ，地方都市の中心市街地 
の活性化を目指した文化交流拠点です。文化交流と教育学習を目的とした多くの機 
能を設けた上で，それらを۸昵するปによって౹合した建デザインが特徴的で 
す。また，施設運営に関して，設計プロセスから開࢟された市民を交えたワークシ 
ョップを数多く開催しています。Ωξーレでは，まちづくりとしての施設整備をハ 
ードとλフトの両面から進めることで，オンリーワンの公共施設を実現していま 
す。 

　計画の主な経緯は，総合බӅの移転後，検討委員会やまちづくり推進٠ڢ会が設 
置され跡地活用の検討を進めたものの，整備方針をݽめるにはࢺりませんでした。 
事ସを変えるきっかけになったのは，ࠅのึঁۜの֭ಚで（まちづくり交付ۜ， 
現・社会ࣁ本整備総合交付ۜ：都市再生整備計画事業），それを機に施設整備の基本 
 。暐を策定し，その後に公募型プロポーザルによって設計者を決定していますߑ
その後，まちづくり推進٠ڢ会の委員や市内のऑ手経営者，高校生など様々な市民 
が状ڱに応じてワークショップにࢂ加し，۫体的な施設について検討が進められて 
いきました。なお，運営方๑についても，まちづくり推進٠ڢ会のメンバーが中心 
となって管理運営検討ࠛ談会を開催しながら検討を進めました。 

年月 経緯 

平 成 ６ 年（1994 年）7 月 ༟利組合総合බӅ移転，跡地活用の検討 

平成 13 年（2001 年）8 月 本暦市බӅ跡地ഛ取 

平成 17 年（2005 年）3 月 市町ଞ合ญにより༟利本暦市ஂ生 

平成 18 年（2006 年）4 月 「まちづくり交付ۜ事業」着手 

平成 18 年（2006 年）9 月 

～平成 19 年（2007 年）3 月 

本暦市街地地ۢまちづくり推進٠ڢ会 

平成 18 年（2006 年）10 月 公募型プロポーザルにより設計者選定 

平成 18 年（2006 年）10 月 

～平成 19 年（2007 年）7 月 

基本設計 

平成 19 年（2007 年）7 月 

～平成 19 年（2007 年）12 月 

実施設計 

平成 20 年（2008 年）12 月 建設着工 

平成 23 年（2011 年）11 月 しゅん工 

平成 23 年（2011 年）12 月 開館 

表 1-３ 事業経緯 
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● まちな͖Ͳの଼在Ͷ߫ͤݛΖؽ能
Ωξーレは，大ホール，図ॽ館，プラϋタリウムを࢟めとする教育学習施設が複

合されており，その他にも飲食コーナー・店ะ・؏ޭ案内所などの機能を備えてい
ます。 

これらの様々な機能は，公共施設を中心とする中心市街地での市民の充実した滞
在ができるよう設定されたものです。ྭえば，移動が大変な高ྺ者や駅で電車を待
つ学生にとって，軽い飲食ができることは，その場に一定の時間滞在する上で必要
な機能です。特に，人口減少のӪ響を大きくणける地方都市の中心市街地におい
て，日常生活をࢩえる機能はとりわけ重要な意味を持ちます。こうした複合的な機
能を持つ公共施設を目ֽけて市民が中心市街地に集うようになることで，Ωξーレ
の周辺でถ店していた店ะが営業を再開したり，新たな店ะが開店したりと，まち
の活性化に寄༫しています。 

༹ʓなେのೖ常利用͗ΊΔΗΖエンφランス空ؔ 
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● 市民ಊの場ͳ͢ͱ利用Ͳ͘Ζ多目的なホール
Ωξーレの大ホールは 1,110 席で，1 階の 536 席と 2 階の 574 席でߑ成されてい

ます。このホールの特徴は，様々な催しに対応できるように 1 階席にいくつもの可
変性を持たせていることです。舞台ଈの 190 席はজ下にफできるݽ定席で，オー
ίストラϒットとしても利用することができます。ٮ席ଈの 346 席はป面にफで
きる可動席であり，地下に下ろして後方の൸を開๎することもできます。さらに，
大ホール舞台のԠには，市民活動室とάャラリーが縦に配置されており，1 階席
を全てজ下にफし舞台とٮ席の後方൸を全て開くと，施設のೈ北をؑく全長 135m

のフラットな空間（「SUPER BOX」とݼ称）をつくることができます。こうした
様々な活用の可変性を持った大ホールでは，鑑賞型の催事だけでなく，飲食を伴う
公演や商用フΥア，パブリックビϣーイングといったイベント等が開催されていま
す。また，施設のೈ北をؑく空間「SUPER BOX」での利用は，スポーςイベントや
マルシΥ等に活用されています。こうしたΩξーレならではのホール利用は，ළౕ
は多くないものの，市民の集いや活動を段とは異なる特พなものとして演出して
います。

大ホールΝ࢘用༹ͪ͢ʓな͢࠷のྭ 
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● 市民ࢂՅΝ௪ͣͱࣰ現ͪ͢Ϥωークなυδイン
Ωξーレでは，計画や設計から管理運営の検討にࢺるまで，施設整備に係る行ఖ

全体を通して，様々な市民ࢂ加のプロセスを入しています。市民ࢂ加を通じて，
計画段階では「まちの機能の集約」という施設の位置付けを定め，設計段階では諸
室のߑ成等をߑし，管理運営においては芸術文化振興事業の立案や設計の検ৄを
行っています。 

こうした市民ࢂ加のプロセスは，施設のデザインにも表れています。施設の様々
なところで用いられる۸昵したปは，市民ࢂ加のプロセスを通じて生まれたもので
す。市民意見を取り入れながら施設のߑଆを暐定していく中で，自然な流れで空間
は適ౕに分昸されるとともに，路地のような特徴的なデザインをね備えることと
なりました。 

特徴的なデザイン自体を目的とするのではなく，利用者にとって使いやすい機能
や諸室ߑ成について検討を斵めることで，結果としてユニークなデザインを֭ಚす
るにࢺったことは，市民ࢂ加の大きな意ٝの一つであるとߡえられます。 

市民のಊ͓͗ݡӇΗͤΖ۸ป 
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旭川市民文化会館の建替えにけた整備検討に当たり，現施設を利用している
体等がどのような文化ホール施設をんでいるのか，その全体をѴするために
アンίートࠬを実施しました。ここでは，その結果についてࡎىします。

ࠬ期間 令和̓年（2023 年）12 月 26 日～令和６年（2024 年）１月 26 日 

ࠬ対象 令和４年ౕ（2022 年ౕ）に旭川市民文化会館及び旭川市公会堂を利
用した北ք道内の体及びݺ人 

ࠬ方๑ ༥暬にてࠬॽを暬付，յफした（ศ信用෩౷をಋ෩）。 

յ状ڱ 暬付数 423 に対してյ数 207（յ率 48.9％） 

表̐-̏ ࠬ概要 
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● յ者Ͷؖ͢ͱ
յ者は，文化体が 22％，学校（部活動を含む。）が 18％，会社が 15％，各種 

教室が 11%，文化体以外の市民体が 11％，ݺ人が̓％でした。その他，一ൢ社 
๑人や一ൢࡔ๑人，社会ෳࢳ๑人等のյもありました（図２-１）。 

文化ホールの利用目的は「音楽」が 32％，「会ݜ・٠र」が 25％と特に多く，合 
わせて半数以上を晁めています。また，その他の利用目的として「入学ࣞ」や「ଖ 
業ࣞ」，「昛少年育成活動」などのյがあり，様々な活動の場として利用されてい 
ます（図２-２）。 

旭川市民文化会館及び旭川公会堂で࠹も利用する諸室については，大ホールが࠹ 
も多く 27％，࣏いでঘホールが 24％となっています。また，公会堂は約 11%，展 
示室は̓％にとどまり，会٠室は部屋によって利用機会にࠫがあることが分かりま 
す（図２-3）。 

旭川市民文化会館及び旭川市公会堂の利用ළౕは年 1～2 յが半数以上の 58％， 
年平1 ۋ յ未満が 19％，年 3～4 յが 14％，年 5 յ以上が 9％と続きます（図２-

４）。 

ਦ̐-３ 文化会館・公会ಌͲ 

最利用ͤΖঀ࣪ 

ਦ̐-̐ 文化ホールの利用目的 

ਦ̐-̒ 文化会館・公会ಌ 

の利用ළౕ 

ਦ̐-̏ յ者の所ର 
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● 現在の旭川市民文化会館Ͷؖ͢ͱ
現在の旭川市民文化会館の満点として，「Wi-Fi 設備がない」「ホールの音響性能 

が十分」「ྮஈがࡋかく昀ޜできない」「トイレが少ない」が多く͝ڏられ，「搬 
入口や搬入経路が狭い」「飲食店がない」「バリアフリーに関する配慮が十分」「ॽ
面での使用斶昘 等が൧ࡸ」「ホールのٮ席間ֶが狭い」のॳに続きます。また，そ 
の他の意見として，「ステージが狭い」「楽屋に舞台上の様子を確するためのϠニ 
ターがない」「会٠室の間取りがѳい（パーティションで大きさを変えられない）」 
といった施設機能・設備に係る意見のΆか，「動線がѳい」「会٠室の場所や行き方 
が分かりづらい」といった配置・ߑଆに係る意見，「開館時間がஙい」「予約方๑が 
൧ࡸ」といった管理運営に係る意見など，様々な面で満を์えていることが分か 
りました。（図２-̓）。
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ਦ̐-̓ 現在の旭川市民文化会館ͶଲͤΖຮ 
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● 会٠࣪・ఴࣖ࣪Ͷؖ͢ͱ
会٠室に関して重視する機能は，「面積・室数を変更可能な様」が࠹も多く，用

途に応じて柔軟に対応できる会٠室がまれていることが分かります。他には，「予
約のしやすさ」「Web 会٠用の設備・品」「利用者ଈで整可能なྮஈ機能」「防
音機能」と続きます。また，その他の意見として，طや椅子，プロジΥクターやス
クリーンといった設備・備品等に関する意見が多くありました（図２-９）。

展示室に関して重視する機能についても，「展示以外にも多目的に使えるڧ整
備」が࠹も多く，会٠室とಋ様に多目的に活用できることがまれています。他に
は「པ館者の目に触れやすいよう，通路やフリースペースから連続した空間」「十分
な面積」「搬出入のしやすさ」と続きます（図２-10）。 

ਦ̐-̗ 会٠࣪Ͷؖ͢ͱ॑視ͤΖؽ能 

ਦ̐-10 ఴࣖ࣪Ͷؖ͢ͱ॑視ͤΖؽ能 
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● 文化ホールҐのؽ能Ͷؖ͢ͱ
催事がない日にも文化ホールに気軽に訪れることができ，市民の居場所となるよ

う整備する際に留意す΄き点として，「近隣に駐車場があること」「ΩフΥ等の飲食
スペース」が特に多く，「屋内フリースペース」「学習・ワーΫングスペース」「立
地・場所」のॳに続きます。また，その他の意見として，多目的な利用を意ࣟしす
͙ると全体としてٱにสになるというݔ೨から，催事関連のスペースとܞいの場
となるスペースを分離した方がいいという意見もありました（図２-11）。

ਦ̐-11 文化ホール͗市民のڋ場所ͳなΖͪΌのཻқ点 
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● 施設のӣӨͶؖ͢ͱ
主催者・出演者としての立場から施設運営に関して留意す΄き点としては，「使用

斶込みの؈สさ」が࠹も多く，「開館時間の༧通」「分かりやすいྋۜ体ܧ」「ๅ発
信機能の充実」のॳに続きます。「その他」としては，ྋۜ体ܧの見しを求める意
見などがありました（図２-12）。 

としての立場から文化ホールに行きたくなる催事として，「ロック・ポップٮ؏
ス」「クラシック・ジャズ」「Րܸ・演ܸ」のॳとなりました。その他の意見とし
て，「講演会」「地元にԓのある音楽Պ，芸術Պなどの催し」といったյも見ら
れました（図２-13）。

ਦ̐-12 क࠷者・出ԍ者ͳ͢ͱのཱི場͖Δ施設ӣӨͶؖ͢ͱཻқͤ΄͘点 

ਦ̐-13 ؏ٮͳ͢ͱのཱི場͖Δ文化ホールͶͪ͘ߨくなΖ࠷事 
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問合せ先 

旭川市教育委員会 社会教育部 文化振興課 

旭川市民文化会館 

 

〒070-0037 

旭川市７条通９丁目 旭川市民文化会館 

電話   0166-25-7331 

FAX   0166-22-3526 

E-mail  siminbunka@city.asahikawa.lg.jp 




